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平成21年度支部学術大会抄録集

　九　　州　　支　　部	 （期日：平成 21年 10 月 11 日（日），

	 	 	 	 　会場：福岡県歯科医師会館）

　東北・北海道支部 	 （期日：平成 21年 10 月 24 日（土），25日（日），

	 	 	 	 　会場：岩手県歯科医師会館 8020 プラザ）

　関西，中国・四国支部	 （期日：平成 21年 11 月 14 日（土），15日（日），

	 	 	 	 　会場：淡路夢舞台国際会議場）

　東　　京　　支　　部	 （期日：平成 21年 11 月 21 日（土），

	 	 	 	 　会場：日本大学理工学部）

　東　　海　　支　　部	 （期日：平成 21年 11 月 28 日（土），29日（日），

	 	 	 	 　会場：松本歯科大学）
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九州支部

５種類の市販粘着型義歯床安定用材料の粘着強度の評価 
○有田正博，井上勝一郎*，帆鷲秀一郎，帆鷲郷一，植木達朗**，竹田 弘***，金藤哲明*，門川明彦
****，藤井孝一*****，鱒見進一 

九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野，*バイオマテリアルズリサーチラボラトリー，**福

岡県醤油醸造協同組合，***PGAバイオ技術研究所，****鹿児島大学大学院医歯学総合研究科咬

合機能補綴学分野，*****鹿児島大学大学院医歯学総合研究科生体材料学分野 

Evaluation of glue strength of five commercial glue type denture adhesives 
○Arita M, Inoue K*, Howashi S, Howashi G,Ueki T**, Takeda H***, Kanetou T*, Kadokawa A****, Fujii 
K*****,Masumi S 
Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Kyushu Dental College, *Biomaterial Research Laboratory, 
**Fukuoka Soy Sauce Brewing Cooperation,** *PGA-biotechnology Laboratory, ****The Dept. of Fixed 
Prosthodontics, Grad. Sch. of Med.and Dent., Kagoshima University, *****The Dept. of Fixed Biomaterial Science, 
Field of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Advanced Therapeutic Course, Grad. Sch. of Med.and Dent., 
Kagoshima University 

Ⅰ． 目的

 我々は納豆菌の生成するポリ-γ-グルタミン酸

（γ-PGA）の粘性に着目し，義歯安定材と１）し

ての可能性について検討している．γ-PGAの粘着

強度について詳細に検討するため，新たに測定装

置を試作した．今回，この測定装置を用いて5種類

の市販粘着型義歯安定用材料（以下、義歯安定

材）の粘着強度を評価したので報告する．

Ⅱ． 材料・方法

試作した測定装置を用いて，5種類の市販義歯安

定材（ニューファストン，新ポリグリップS，タ

フグリップ，ポリグリップ粉末型，ミズグリッ

プ）の粘着強度について測定した．各材料はメー

カー指示に従って調整し，厚さ0.5mmの試料をコ

ントロールとした．試料の厚さ，測定時の引張り

速度および室温の影響について検討した．各材料

および各測定条件について，5回ずつ測定し，平均

値を算出した．

Ⅲ． 結果・考察

 5種類の義歯安定材の粘着強度は5KPa以上であ

り，ポリグリップ粉末型の粘着強度が約25KPaと
最も高かった．粘着強度は，料の厚さおよび室温

により変化することがわかった．引張り速度の影

響は比較的小さかった．

今回試作した測定装置は，測定条件や材料のわ

ずかな変化による粘着性材料の粘着強度の差につ

いて測定することが可能であった．

Ⅳ． 文献

1) 浜田泰三ほか．義歯安定剤 デンタルダイヤモン

ド社，東京，2003．

リューサイト強化型 CAD/CAM 用セラミックとレジンの接着 

Ⅰ．目的
 審美性を要求される歯冠修復物やインプラント
の上部構造を作製する場合，様々なセラミックスと
その複合材料が利用可能である．CAD/CAM 用に開
発されたリューサイト強化型ガラスセラミックス
はシリカが主成分であり，修復物全体を単一のブロ
ックから加工できる特徴があるが，接着性に関して
は十分な検討がなされていなかった．そこで本研究
では，このセラミックスとレジン系装着材料の接着
に対するシランカップリング剤含有プライマーの
効果を調べることを目的とした．
Ⅱ．方法
 被 着 体 と し て CAD/CAM 用 セ ラ ミ ッ ク ス
(GN-Ceram)を板状に切削した．7 種類のプライマー
(GC Ceramic Primer, Clearfil Ceramic Primer, RelyX 
Ceramic Primer, Tokuso Ceramic Primer, Shofu

Porcelain Primer, Porcelain Liner M, Clearfil Porcelain 
Bond Activator/Mega Bond Primer)と 2 種類の装着材
料 (Clearfil Esthetic Cement, MMA-TBB)を用いた．
GN-Ceram 試料表面を研削，洗浄，被着面を直径 4
mm に規定，プライマーを塗布し，各装着材料でレ
ジン硬化体と接着した．水中浸漬 24 時間後に万能
試験機を用いて剪断接着強さを求め，破断面を観
察し，分散分析と多重比較を行った (p<0.05)．
Ⅲ．結果と考察
 接着強さはプライマーの塗布によって有意に改
善したが，7 種類のプライマー間に有意差は認めら
れなかった．GC Ceramic Primer の場合を除くと，
装着材料間の有意差はなかった．また， Clearfil 
Esthetic Cement よりも MMA-TBB の方が GN-Ceram
の被着体破壊が少なかった．結論として，GN-Ceram
の接着に及ぼすシラン処理の有効性が示された．

     

におけるプライマーの効果 

○堺 美由紀，鎌田幸治，平 曜輔，添野光洋，吉田圭一，澤瀬 隆 

所   属 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 口腔インプラント学分野 

The Effects of Seven Primers on Adhesive Bonding of Resin to a Leucite-Reinforced Ceramic for  
表 題

CAD/CAM Restorations 

著 者 Sakai M, Kamada K, Taira Y, Soeno K, Yoshida K, Sawase T 
英 文

所 属 Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University 
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マイクロスコープに関する臨床研修歯科医の意識調査

○金藤哲明¹²，帆鷲郷一¹，帆鷲秀一郎¹，安元和雄¹，松尾絵梨²

¹九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野，²金藤歯科医院

The consciousness investigation of clinical training dentist about microscope  

Kanetou T¹², Howashi G¹, Howashi S¹, Yasumoto K¹, Matsuo E,² 
¹Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Kyushu Dental College, ²Kanetou Dental Clinic 

Ⅰ． 目的

 マイクロスコープが本格的に歯科治療で用いら

れ て き て 20 年 近 く 経 つ ． 最 初 は ， Pacific 
Endodontic Research Foundationを主宰したG.B.Carr
などにより歯内療法に用いられてきた．その後，

保存修復処置や支台歯形成などにもマイクロスコ

ープが使用されるようになってきた．しかしなが

ら本邦では、保険診療が足かせとなりマイクロス

コープの歯科医療への導入が遅れてきた．だが，

最近になりマイクロスコープが一部の大学教育の

場でも登場するにいたった．演者らは，1996年よ

りマイクロスコープを臨床に用い研修歯科医師に

も教育を行ってきた．そこで，いかにして臨床研

修にマイクロスコープを取り入れていくべきかを

知るために，研修歯科医師らのマイクロスコープ

に関する意識調査を行うこととした．

Ⅱ． 方法

 2008年7月17日に九州歯科大学附属病院で歯科医

師臨床研修を行っている65名の歯科医師にアンケ

ート用紙を配布し記入してもらった．65名全員の

解答を即日回収した．質問は，出身大学をはじめ

マイクロスコープに対する意見など10項目につい

て行った．

Ⅲ． 結果・考察

 出身大学は5校に上り，学生時代にマイクロスコ

ープを患者に使用した経験がある研修歯科医師か

ら全く知らない研修歯科医師まで大学間の教育の

違いが認められた．次世代の歯科医療を担ってい

く研修歯科医師に対してマイクロスコープの使用

をどのように教育すべきかを考えなくてはならな

いと感じた．

有歯顎者における自由嚥下時の呼吸パターン 

○田中帝臣1)，西 恭宏1)，加地彰人2)，今井崎太一1)，鎌下祐次2)，長岡英一1), 2)

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科口腔顎顔面補綴学分野1) 

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 義歯補綴科2)

Respiratory pattern during spontaneous swallowing in dentates 

Tanaka T1), Nishi Y1), Kaji A2),Imaizaki T1),Kamashita Y2), Nagaoka E1), 2)

1)Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics,  Kagoshima University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences 
2)Denture Prosthodontic Restoration,Kagoshima University Medical and Dental Hospital 

Ⅰ． 目的

 嚥下時における呼吸パターンについての研究報

告１）では，呼気-嚥下-呼気が多いが，食品による

違いなど明らかではなく，無歯顎者についての研

究報告はない．そこで，無歯顎者の嚥下時呼吸パ

ターンを知るため，本研究では、研究方法の確立

を兼ねて，まず，有歯顎者の嚥下時呼吸について，

筋活動，喉頭運動と同時計測して検討した．

Ⅱ． 方法

 被験者は，20~39歳の健常有歯顎者18名（男性9
名，女性9名）とし，被験食品は，水(5, 10 ,20 ml)，
エンゲリード(10 g)，クッキー(4 g)とした．呼吸は

小型サーミスタによる鼻孔部の温度変化で評価し，

嚥下の発現は喉頭運動で確認し，これらを口輪

筋・舌骨上筋群の筋活動と同時計測し，呼吸パタ

ーンを評価した．

Ⅲ． 結果・考察

 全被験食品の呼吸パターンとして，呼気-嚥下-
呼気(61.99 %)，吸気-嚥下-呼気(32.75 %)の順に多

く，嚥下後は呼気となる場合がほとんどであった

が，呼気-嚥下-吸気も観察され，個人固有の呼吸

パターンが存在することが伺えた．呼吸パターン

には性差が有意に認められたが，被験食品間では

有意差を認めず，水20 ml嚥下では呼気-嚥下-呼気

が少なく，吸気-嚥下-呼気が多い傾向を示した．

Ⅳ． 文献

 1)  鎌倉やよい，杉本助男，深田順子：加齢に伴

う嚥下時の呼吸の変化．日本摂食嚥下リハ会

誌 2：13-22, 1998.
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上顎無歯顎インプラント治療にMTIミニインプラントを暫間補

綴に使用した症例 
○濱田 直光1)，永田 睦1)，川本 真一郎2)，鎌下 祐次2)

1)九州支部 
2)鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 義歯補綴科 

A Case used MTI mini-implant for Maxillary Edentulous Jaw Implant Treatment for the Provisional Restoration. 
Hamada N, Nagata M, Kawamoto S, Kamashita Y 
1)Kyusyu Branch 
2)Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Medical and Dental Hospital 

Ⅰ．目的：インプラント治療における前処置期間

中の暫間補綴は，無歯顎患者では特にQOL維持の

観点から重要である．しかしながら，可撤式の暫

間補綴装置は頻回の調整を必要とする上，装置に

よる荷重がオッセオインテグレーション獲得障害

のリスクファクターとなる可能性が示唆されてい

る１）．今回，上顎無歯顎のインプラント治療にお

いて，患者のQOLの維持とインプラントの保護を

目的とし，MTIミニインプラントを使用した固定

性遊離端有床義歯（Free-End Saddle-Bridge２） 以

下FESB）を暫間補綴に適用して良好な結果を得た

ので報告する．

Ⅱ．方法・術式：患者は60歳男性で，上顎無歯顎，

下顎部分無歯顎の有床義歯装着者であった．有床

義歯に対する不満のため，インプラントによる固

定性補綴処置を希望して来院した．上顎にインプ

ラテックス社製SwissPlusを8本埋入し，同時にMTI

ミニインプラントを6本埋入した．暫間補綴装置と

して，主インプラントに接触しないようにリリー

フしたFESBを作製し，装着した．前処置終了後，

最終補綴に移行し，装置装着と同時にFESBならび

にMTIミニインプラントを撤去した．

Ⅲ．結果：MTIミニインプラントを併用したFESB
を暫間補綴に応用することにより，審美性の向上

ならびに発音，咀嚼など口腔機能の維持が可能と

なり，QOLを良好に保ちながら最終補綴までの処

置を円滑に進めることが出来た．

Ⅳ．文献

1) Renouard F. and Rangert B.: Risk factor in implant 
dentistry, 1st ed.: Quintessence Publishing Co. Inc. 
Chicago, 50, 1999. 
2) Izikowitz L. A long-term prognosis for the free-end 
saddle－bridge. J Oral Rehabil 12 : 247～262, 1985．

CO2レーザー照射によるソケットプリザベーション

－ラットにおける実験病理学的研究－

○福岡宏士，石川昌嗣，大郷友規，佐々木美智子，松浦尚志，谷口邦久＊，佐藤博信

福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野 生体構造学講座病態構造学分野＊

Pathologic Histology Research on Sockets Preservation by CO2Laser irradiation. 

Fukuoka H,Ishikawa M,Daigo Y,Sasaki M,Matuura N,Taniguchi K＊ ,Sato H.,
Department of Oral Rehabilitaion Division of Fixed Prothodontics,Department of Morphologycal Biology Division 
of Pathology＊,            
FukuokaDental College.                                             

Ⅰ． 目的

当教室では,CO2レーザーの抜歯創の治癒促進効

果について実験病理学的研究を行っている1).
今回,CO2レーザーの高出力照射（HLLT)と低出

力照射（LLLT)による抜歯窩の治癒過程における

病理組織学的検索および新生骨について骨形態計

測を行い,CO2レーザー照射によるソケットプリザ

ベーションについて検討したので報告する.
Ⅱ． 方法・術式

 実験動物は5週齢Wistar系雄性ラットを用い,CO2

レーザー照射群(HLLT群,HLLT+LLLT群)と非照射

群(対照群)について比較検索した.
実験はPanasonic社製CO2レーザー(Panalas CO5∑)

を用い,照射条件としてHLLは約152J/cm2,LLLは約

40J/cm2を照射した.術後7日,10日,21日について矢状

断の病理組織切片を作製するとともに,デジタルマ

イクロスコープ(VHX-100)で骨形態計測を行った.

Ⅲ． 結果・考察

 レーザー照射群の2群は抜歯窩の中層～表層にか

けて新生骨形成が促進される特徴的な治癒過程が

認められ,非照射群や半導体レーザーを用いた治癒

過程に関する実験報告2)とはやや異なる所見がみら

れた.術後21日の骨形態計測では,抜歯創の歯槽骨頂

の高さが非照射群に比べ,HLLT+LLLT照射群で有

意に高値を示した.
Ⅳ． 文献

 1) 福岡宏士,石川昌嗣,大郷友規ほか.CO2レーザー照射

による抜歯窩治癒過程の組織学的変化．福歯大学会

誌 35:38, 2009．
 2) Takeda Y. Irradiation effect of low-energy laser on alveolar 

bone after tooth extraction. Int J Oral Maxilofac Sug 
17:388-391,1988. 
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Thymosin 4がラット骨欠損の治癒に及ぼす効果の検討 

○足立和貴1，2），赤崎洋介1，2），金尾将人1，2），前田崇雄1，2），正木千尋1），中本哲自1），松尾 拡2），
細川隆司1）

九州歯科大学 口腔再建リハビリテーション学分野1)，口腔病態病理学分野2)

Effect of Thymosins 4 on t he healing process of calvaria defects in vivo

Adachi K*, **), Akasaki Y*, **), Kanao M*, **), Maeda T*, **), Masaki C*, **), Nakamoto T*, **), Matsuo K**), Hosokawa R*)
* Dept. of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental College  
** Dept. of Oral Pathology, Kyushu Dental College 

Ⅰ． 目的
Thymosin 4は胸腺より抽出されたポリペプチドであり

細胞遊走，血管新生，皮膚や角膜の創傷治癒，育毛作用，

抗炎症作用等が報告されている．しかしながら，骨形成

に及ぼす影響についての研究報告はほとんどない．そこ

で我々はラットの頭蓋骨に人為的に作製した骨欠損を組

織学的に検討することで，Thymosin 4が骨形成に及ぼす

効果について検討した．

Ⅱ． 方法・術式

 Wistar系ラット(6週齢，雄）の頭頂部に皮膚切開を加

え，骨膜を剥離後，頭蓋骨に歯科用トレフィンバーを用

いて注水下にて直径5mmの骨欠損を作製した．骨欠損を作

製後，骨膜を元の位置に固定し切開した皮膚を吸収性縫

合糸で縫合した．骨欠損作製直後と，その後48時間毎に

実験群には合成Thymosin 4の腹腔内投与を行い，対照群

には同量のPBSの腹腔内投与を行った．骨欠損作製後5日 

 

 

目，10日目に組織を採取し，脱灰HE標本を作製した．標

本は光学顕微鏡を用いて観察し，組織学的に検討を行っ

た． 

Ⅲ． 結果・予後・考察

 標本を光学顕微鏡で観察すると，Thymosin 4投与群は

対照群と比較して，骨欠損部での肉芽組織の増生，骨基

質の沈着が優位に認められた． 

 Thymosin 4 は骨欠損部の創傷治癒や骨形成を促進する

ことが明らかとなった．将来Thymosin 4を用いた骨折の

治療，インプラント治療，GBR 治療等への応用の可能性が

示唆された. 

Ⅳ． 文献

１）坂本和美，松尾拡,中西修ほか．Thymosin 4が抜歯窩癒過

程に与える効果．九州歯会誌 2007;61(2，3):67-76． 

２）松尾拡，張皿，福山宏．-thymosinsは万能の傷薬か?．九

州歯会誌 2005;59:100-146．

間葉系幹細胞の骨分化に及ぼすリン酸カルシウム系Scaffoldの影響 

○西村正宏，尾崎由衛*，末廣史雄**，笠井隆浩，黒木唯文***，浪越建男***，村田比呂司 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科歯科補綴学分野，*九州歯科大学生体機能制御学講座摂食機能リハ

ビリテーション学分野，**広島大学大学院医歯薬学総合研究科バイオデンティスト育成プログラム推

進室，***長崎大学病院 

Effects of Calcium Phosphate Scaffold on Osteogenesis of Mesenchymal Stem Cells  
Nishimura M, Ozaki Y*, Suehiro F**, Kasai T, Kurogi T***, Namikosi T***, Murata H 
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University, *Division of 
Oral Care and Rehabilitation, Department of Control of Physical Functions, Kyushu Dental College, **Graduate
Program for BioDental Education, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima University, ***Nagasaki 
University Hospital 

Ⅰ． 目的

 骨再生を目的として様々なScaffoldが開発されて

いるが，間葉系幹細胞(MSC)の様な骨形成性の細

胞と組み合わせて生体内に移植した際に最も効果

的に骨を形成するScaffoldの諸性質については明ら

かになっていない．本研究の目的は -リン酸三カ

ルシウム( -TCP)とハイドロキシアパタイト(HAP)
のMSCの骨分化と骨形成に与える影響をin vitroと
in vivoの両面から比較することである．

Ⅱ． 材料と方法

 In vitroの検討では，ラット大腿骨より通法によ

りMSCを分離し，プラスチック培養皿上に未分化

状態で培養を継続した． -TCPはOSferion® (0.5～1.5
mm径顆粒，オリンパステルモバイオマテリアル)，HAP
はAPACERAM® (0.3～0.6 mm径顆粒，PENTAX)を一定量

培養したMSC上に添加した．経時的にMSCのRNAを回収

し，骨基質の遺伝子発現をRT-PCR法にて比較した．In
vivo での検討では，ビーグル犬顎骨由来のMSCを -TCP
とHAPの両者と良く混和して同じ犬の顎骨上へ移植し，2
ヶ月後に移植部を取り出し，脱灰後，組織標本を作製し

て骨形成の状態を観察した．

Ⅲ． 結果と考察

 In vitroの実験結果から， -TCPを添加したMSCは
HAP添加群や非添加群に比べて3，6日後にオステオカル

シンとオステオポンチンの高い発現を認めた．従って -
TCPはHAPと比較してMSCの骨分化を促進する可能性が

示された．In vivoの実験結果から，イヌの顎骨上にラ

ンダムに移植された2種類のScaffoldの周囲に形成された新

生骨量を組織レベルで比較すると， -TCP周囲にはHAP周
囲に比較して，多くの新生骨が形成されている部分が随

所に認められ，in vivoでも -TCPはHAPに比較してMSCに
よる骨形成を促進する可能性が示された．
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低出力超音波パルスが歯肉上皮細胞に及ぼす影響について 

○白石龍太郎，正木千尋，中本哲自，細川隆司 

九州歯科大学口腔再建リハビリテーション学分野

The Effect of Low-intensity Pulsed Ultrasound Stimulation on Mouse Gingival Epithelial Cell in vitro.

Shiraishi R, Masaki C, Nakamoto T, Hosokawa R 
Dept. of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental College 

Ⅰ． 目的 

低出力超音波パルス（Low-intensity pulsed 

ultrasound: LIPUS)照射はin vivoにおいてインプラント

体と周囲骨の早期オッセオインテグレーションの獲得を

可能にするとされ臨床応用されているものの，周囲軟組

織に及ぼす影響については明らかでない．そこで本研究

では，歯肉上皮細胞を用い，組織修復や細胞増殖，血管

新生に関わる重要なサイトカインとして近年注目されて

いるCCN2/CTGFの遺伝子発現レベルおよびタンパクレベル

を指標として，LIPUS照射の効果を評価することを目的と

した． 

Ⅱ． 方法・術式 

 マウス由来株化正常歯肉上皮細胞をプラスティックデ

ィッシュ上で培養した．培養開始後1日目から周波数3MHz,

出力240mWのLIPUSを15分間照射した． 

照射直後，15分後，30分後，1時間後および2時 

 

 

 

間後にRNAを回収し，リアルタイムPCR法にて

CCN2/CTGF RNA量の検討を行った．また，LIPUS照射

30分後，1時間後，3時間後，6時間後および9時間

後に細胞を回収し，Western blotting法を用いて

CCN2/CTGFタンパク量を比較した． 

Ⅲ． 結果・予後・考察

リアルタイムPCR法では照射直後，15分後のRNA

量の増加が認められ，Western blotting法では照

射1時間後にタンパク量の著名な増加が認められた． 

LIPUS照射により，CCN2/CTGFのmRNA量およびタ

ンパク量の増加が認められ，臨床における粘膜治

癒促進効果との関連が示唆された． 

Ⅳ． 文献 
1) Black SA Jr, Palamakumbura AH, Stan M et al. Tissue-

specific mechanism for CCN2/CTGF persistence in 
fibrotic gingiva. J Biol Chem 282:15416-15429, 2007. 

フェイント音信号負荷時の誤過剰下顎タッピング運動の観察 

○野口和子，山邉芳久*，中村康司**，浪越建男**，村田比呂司 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 歯科補綴学分野，*卒前・卒後歯学教育担当，**長崎大学病院 

Observation of Surplus Error in Tooth Tapping Movements Caused by Acoustic Feinting Signals 

Noguchi K, Yamabe Y*, Nakamura Y**, Namikoshi T**, Murata H
Department of Prosthetic Dentistry, *Representative of Clinical Education in Pre- and Post Graduation from 
Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences Nagasaki University,  **Nagasaki University Hospital

Ⅰ． 目的

顎口腔系の被調節性を解析する手段として連続

音指令信号に合わせた下顎タッピング運動を観察

してきた．これまで，高齢者群に対し青年群はよ

り予測の関与が強い運動を行うことが示唆され，

これら両群の違いは課題に振り分けられる「注意

量，覚醒」に関連するのではと考え検討している．

前報で，青年群に，ランダム音信号に合わせた下

顎タッピング運動を行わせた時，同頻度信号の連

続回数が3回未満と3回以上の後では過剰タッピン

グ出現率に差異が見られた．今回はこの違いを関

連するいくつかのパラメータを用いて比較した． 

Ⅱ． 方法・術式

 被験者は，9名(平均年齢25.3歳)の健常成人であ

る．課題運動は，最頻値1.3Hzランダム音信号に合

わせて下顎タッピング運動を行うことである．今

回，音信号が存在しないのに運動を行った過剰タ

ッピング部分について検討した．

Ⅲ． 結果・予後・考察

 1.3Hz音信号3連続未満，3連続以上に引き続く過

剰タッピングにおいて，直前信号から約780msec
後の予測音負荷時点～Mm burst onset間時間差：各

-62msec，+5msec，予測音負荷時点～咬合接触：

25msec，99msec，開口距離：5.8mm，5.3mmで，

これらは同じく予測の影響が強い完全タッピング

という点で値に差は見られないようであった．        
次に，完全タッピングと歯牙接触のない不完全

な過剰タッピングを比較すると，予測音負荷時点

～Mm burst onset間時間差：各 -23msec，+49msec，
開口距離：5.5mm，3.7mmであった．これら差異

は，途中でタッピングを中止しているという点で，

注意量の多寡に関連していると考えた．

1．

2．

ポスター発表
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コーヌステレスコープクラウンの維持力回復に関する研究

○大橋博文，仲村清範，鬼塚 雅，田中卓男

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科顎顔面機能再建学講座咬合機能補綴学分野

A Study on Recovery of Loosened Retentive Force of Conus Telescope Crown 

Ohashi H, Nakamura K, Onizuka T, Tanaka T 
The Dept. of fixed prosthodontics, kagoshima University Grad. Sch. of Med. And Dent  

Ⅰ． 目的 

 コーヌステレスコープクラウンを使用した部分

床義歯において，内冠と外冠の磨耗等により維持

力が極端に低下する場合がある．維持力の低下は，

内外冠の調整が難しいため，適切に対応すること

は困難である．今回，維持力の低下した内外冠間

に直接様々な材料を介在させることで，暫間的に

その維持力を回復する実験を試みた． 

 

Ⅱ． 方法・術式 

 上顎顎模型（KGP-10，ニッシン）の右側第一大

臼歯メラミン歯を使用し形成を施した後，通法に

従い内冠（テーパー6ﾟ，内冠部最大高径5mm）を作

製した．その後外冠は，比較対照用試験片（維持

力700g）および維持力の低下した状態を想定した

引張試験用試験片（維持力50g）を作製した．そし 

 

 

 

て，10種類の試験材料を引張試験用試験片の内外

冠間に介在させ，維持力の回復の程度，浮き上が

り等7項目について評価を行った． 

 

Ⅲ． 結果・予後・考察 

 様々な観点から維持力の回復に最も有効で，浮

き上がりが少ないなど他の条件に対しても良好な

結果を示したのは，水溶性高分子系材料であった． 

 

Ⅳ． 文献 

 1) 高橋英和．義歯安定剤の種類と性質．補綴誌52：

474-482，2003． 

 2) 木山美和子，芝燁彦．コーヌスクローネの維持力に

関する研究 第1報 製作材料の違い，コーヌス角，

高径，荷重量と維持力との関係について．補綴誌

38：124-136，1994． 

照射時間の延長が光重合型修復材料の歯ブラシ磨耗に及ぼす影響
○南 弘之，迫口賢二＊，塩向大作，村原貞昭＊，村口浩一，嶺崎良人，藤井孝一＊，鬼塚 雅＊，
鈴木司郎＊＊，田中卓男＊

鹿児島大学医学部・歯学部付属病院，＊鹿児島大学大学院医歯学総合研究科，＊＊アラバマ大学歯学部

Effects of Irradiation Periods on Toothbrush Wear of Photopolymerizing Restorative Materials 

Minami H, Sakoguchi K, Shiomuki D, Murahara S, Muraguchi K, Minesaki Y, Fujii K, Onizuka T, Suzuki S, 
Tanaka T. 
Kagoshima University Medical and Dental Hospital, *Kagsohima University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences,  
**University of Alababama, School of Dentistry 

Ⅰ． 目的

 フィラーの脱落1)や磨耗などのコンポジットレ

ジン表面の劣化を抑制するためには，重合度を改

善することも重要である．本研究では，光重合型

修復材料の重合時の光照射時間を延長し，歯ブラ

シ磨耗試験後の表面性状に及ぼす影響を検討した．

Ⅱ． 方法・術式

 陶歯に形成した窩洞に，前装用(Solidex; 松風 :
SX)または充填用(Solare; GC: SL)レジンを充填し，

メーカー指示とそれらの２倍の照射時間で重合し

た．表面を最終的に1 mのアルミナ懸濁液で研磨

して平坦に仕上げ，回転電動歯ブラシ(Oral-B Plak 
Control; Braun)を用いて，150gfの荷重で25分間の

磨耗試験を行った．磨耗試験の前後で，表面粗さ

(Ra)，磨耗量(W)および最大磨耗深さ(Wmax)を測

定した．また，同一条件で作製した円盤状試験片

を用いてヴィッカース硬さ(Hv)を測定した．

Ⅲ． 結果と考察

 照射時間を２倍にした場合，SXでは，Raが0.97
から0.49 mに，Wが2.75から1.48 mに，Wmaxが
10.33から7.83 mに有意に減少した．SLでも，Ra
が 0.65から 0.41 mに，Wが 1.96から 1.25 mに，

Wmaxが6.83から4.19 mに有意に減少した．一方，

HvはSXでは32.6から40.8に，SLでは35.9から41.5
に有意に上昇した．これらの結果から，磨耗試験

後の表面性状の改善は，照射時間の延長によりレ

ジンの重合度が上昇したためと考えられる．

Ⅳ． 文献

 1) Minami H, Hori S, Kurashige H et al. Effects of thermal 
cycling on surface texture of restorative composite 
materials. Dent Mater J 26: 316-322, 2007. 
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歯科用材料の微小表面接触疲労の検討

○藤井孝一＊，南 弘之＊＊，有川裕之＊，井上勝一郎＊＊＊

＊鹿児島大学大学院医歯学総合研究科生体材料学分野，＊＊鹿児島大学医学部・歯学部附属病院成人系歯科セ

ンター冠・ブリッジ科，＊＊＊バイオマテリアルズ・リサーチラボラトリー

Determining of Surface Contact Fatigue of Dental Materials 

Fuji K*, Minami H**, Arikawa H*, Inoue K***

**Dept. of Biomaterials Science, Graduate School of Madical & Dental Sciences, Kagoshima University, **Fixed 
Prosthetic Clinic, Kagoshima University Medical & Dental Hospital, ***Biomaterials Research laboratory 

Ⅰ． 目的

 口腔内での失われた審美性や機能性などを回復

するために用いられる歯科用材料は，それらが使

用される口腔内環境の中で，唾液，咬合力，温度

などにより影響を受け経時的に劣化する．本研究

では，歯科用材料の微小表面接触疲労を評価する

試験装置を用いて，充填用材料，人工歯材料の耐

久性を検討したので報告する．

Ⅱ． 方法・術式

 実験には２種の歯冠用レジン (Estenia C&B, 
Kuraray 略号 ES; Solidex, Shofu 略号 SD)，アク

リル樹脂(Acron, GC 略号 AC)および３種の人工

歯(Livdent porcelain; Surpass; Acrylic teeth, GC)を使

用した．アクリル板の中央部に形成したφ15×２

mmの窩洞に各材料を填入し，メーカーの指示に

従い硬化させて試料とした．φ２mmのルビー球

を用いた微小表面接触疲労試験装置1）により，

37℃の蒸留水雰囲気中で200ｇを負荷しながら，モ

ーター回転数500rpmの下で耐久性を検討した．

Ⅲ． 結果・考察

 各試料の表面粗さを考慮して，ボールの転がり

接触による試験片表面の劣化の開始を，５ mのく

ぼみを生じた接触回数とすれば，ES, SD, ACでは

5.88×103～8.82×104回であった．その後，接触回

数の増加により100 mのくぼみを生じるまでに各

試料では2.94×105～4.10×106回を要した．また，

人工歯での５ mのくぼみは3.1×104～5.88×104回

で生じた．結果より，微小表面接触疲労により，

硬さ値が大きいものほど劣化することが判った．

Ⅳ． 文献

1) Fujii K, et al. Effect of the applied load on surface contact 
fatigue of dental filling materials. Dent Mater 20: 931-938, 2004. 

市販義歯安定剤および口腔湿潤剤の床用レジンとの接合力と接

合間距離との関係
○加納 拓，黒木唯文＊，田中利佳＊，吉田和弘，港 哲平，山口義和＊，村田比呂司

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科歯科補綴分野，＊長崎大学病院

Relationship Between Retentive Force and Distance of Denture Adhesives and Mouth Moisturizers on the Denture 
Base Resin. 

Kano H, Kurogi T＊, Tanak R＊, Yoshida K, Minato T, Yamaguchi Y＊, Murata H 
Deparatment of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University, ＊Nagasaki
University Hospital 

Ⅰ． 目的

 義歯安定剤は現在多くの義歯患者に使用されて

いる.しかしながら,本剤の重要な因子である接合力

については十分に明らかにされていない.本研究で

は,市販クリームタイプ義歯安定剤および口腔湿潤

剤の床用レジンとの接合力と,接合間距離との関係

について検討した.
Ⅱ． 方法 

 本研究では,クリームタイプ義歯安定剤であるコ

レクトクリーム,ライオデントクリーム,新ポリグリップS,

新ポリグリップ無添加,タフグリップ,ミズグリップの6種

類と,口腔湿潤剤であるバイオエクストラ,オーラルバラ

ンスの2種類を用いた.接合力の測定には,万能材料試験機

(島津社製,EZ Test/ CE)を用いた.接合間距離は0.1 mm～

2.0 mm間の6種類とし,床用レジンにて測定治具を製作した.
引張り速度5 mm/分にて最大接合力を,各試料とも各接合 

 

間距離にて5回ずつ計測した. 統計処理は,２元配置分散分

析を行った.

Ⅲ． 結果・考察

 接合間距離0.1 mmではミズグリップ(17.5±0.4 
N),新ポリグリップ無添加(15.9±0.5 N)が高い接合

力を示し,口腔湿潤剤は2種類ともに義歯安定剤に

比べ低い値であった.各試料とも接合間距離が小さ

くなるにつれ,指数関数的に接合力が上昇した.また

２元配置分散分析を行った後,接合力に対する寄与率を算

出したところ,材料の種類の違いの影響が25.2 %であった

のに対し,接合間距離は58.4 %であった.このことから,接

合力には材料の種類よりも接合間距離による影響が大き

いことが示唆された.

Ⅳ． 文献

 1) 濱田泰三, 村田比呂司, 夕田貞之ほか. 義歯安定剤:
東京: デンタルダイヤモンド社, 2003．

5．

6．
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アセタルレジンの動力学的性質の温度および周波数依存性

○吉田和弘，黒木唯文*，加納 拓，港 哲平，中村康司*，山口義和*，村田比呂司 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科歯科補綴学分野，*長崎大学病院

Temperature and Frequency Dependence of Dynamic Mechanical Properties of Acetal Resin 

Yoshida k, Kurogi T*, Kano H, Minato T, Nakamura Y*, Yamaguchi Y*, Murata H 
Deparatment of Prosthetic Dentistry,Graduate School of Biomedical Sciences,Nagasaki University 
*Nagasaki University Hospital 

Ⅰ． 目的

 アセタルレジンは審美的なクラスプ用材料とし

て開発され，臨床に使用されている．しかしなが

ら，その物性については十分に明らかになってい

ない．そこで本研究では，本材の動力学的性質を

評価し，他の床用材料と比較検討した．

Ⅱ． 方法

 本研究ではアセタルレジンとしてT.S.M.Acetal 
Dental(A1，C4)，加熱重合型床用レジンとしてア

ーバン，常温重合型硬質リライン材としてクラリ

ベースを用いた．

動力学的性質の測定は，動的粘弾性自動測定器

(レオバイブロンDDV-25FP-W，エー・アンド・デ

ィ社製 )を用いた．周波数特性 (0.01~100 Hz，
37 ℃)および温度特性(-150~200 ℃，1.0 Hz)につ

いて計測した．

Ⅲ． 結果・考察

 37 ℃，1.0 Hzにおいて，アセタルレジンは他の

材料と比較して有意に高い貯蔵弾性率(E’)，有意

に低い損失弾性率(E’’)と損失正接(tanδ)を示した

(p < 0.05)．
 またアセタルレジンは120 ℃付近にガラス転移

温度が，65 ℃付近に副ガラス転移温度が存在す

ると考えられる。 

 以上の結果より，今回用いたアセタルレジンは

他の床用材料と比べ，弾性傾向が強い材料である

ことが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） 高橋英和，河田英司，玉置幸道ほか．ノンクラスプ

用デンチャー材料の基礎的物性．歯材器 28：161-
167，2009．

各種床用レジンで作製した上顎レジン床総義歯の圧縮強さ 

○吉田兼義，新郷由紀子，中 四良，髙橋智子，清水博史，髙橋 裕 

福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野 

Compressive strength of a maxillary acrylic resin complete denture fabricated with five kinds of denture base resins 

Yoshida K, Shingou Y, Naka S, Takahashi T, Shimizu H, Takahashi Y 
Division of Removable Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College 

Ⅰ． 目的

 本研究の目的は，重合方法の異なる５種の床用レジン

で作製した上顎レジン床総義歯の比例限における圧縮強

さを比較検討することである．

Ⅱ． 材料と方法

 加熱重合型床用レジン Acron(GC) ， Lucitone 
199(Dentsply)，常温重合型床用レジン Palapress 
vario(Heraeus Kulzer)，マイクロ波重合型床用レジ

ン AcronMC(GC) ， 光 重 合 型 床 用 レ ジ ン Triad 
(Dentsply)を用いて上顎総義歯を各20，計100床作

製し，各10床を50時間，残り各10床を180日間37℃
水中に保存後，圧縮試験を行った．試験はオートグ

ラフ（AGS-J，島津製作所）を用い，クロスヘッドスピー

ド5.0mm/minで行った．

Ⅲ． 結果・考察

 50時間後におけるTriadの圧縮強さは，他の4種
と比較して有意に低く，180日後には全ての床用レ

ジン間で有意差は認められなかった．これらの結

果には床用レジンの弾性係数および吸水率が影響

したと考えられる．

Ⅳ． 文献

 1) Smith LT, Powers JM, Ladd D. Mechanical properties of 
new denture resins polymerized by visible light, heat, and 
microwave energy. Int J Prosthodont 1992; 5: 315-320.
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上顎欠損患者における舌の水分量に関連する要因 

○村上 格 1），西 恭宏 1），鎌下祐次 2） ，長岡 英一 １,２）

鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科 口腔顎顔面補綴学分野 1） 

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 義歯補綴科 2）

Factors Associated with Lingual Moisture in Patients with Maxillofacial Prosthesis 
Murakami M 1), Nishi Y 1), Kamashita Y 2), Nagaoka E 1), 2)

1) Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences 
2) Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Medical and Dental Hospital

Ⅰ． 目的 

 上顎欠損患者の口腔乾燥について，我々は，これまで

にモイスチャ－チェッカ－（MC）を用いて，頬粘膜なら

びに舌粘膜の水分量と口腔乾燥の自覚症状が相関するこ

と，口腔乾燥自覚者では頬粘膜に比べ舌粘膜の水分量が

有意に低下すること，口腔乾燥の診断には舌粘膜におけ

る水分量の評価が重要であることを報告してきた． 

一方，上顎欠損患者では，全身疾患や服薬の副作用に

加え，放射線療法や腫瘍切除術などの口腔乾燥の原因と

なる多くの要因が存在すると考えられる．本研究では，

舌粘膜の水分量に関連する要因について検討を行った． 

 

Ⅱ． 材料と方法 

 被験者は，上顎欠損患者34名（男性19名，女性

15名，平均年齢68.7才）とした．これまでの方法

に従ってMCで舌粘膜を5回計測し，その平均値を舌 

 

 

水分量（LMV）とした．また，患者の性別，年齢，

服薬，放射線療法（RT）, 頚部郭清（ND）, 残存

歯数，咬合支持域，顎欠損の形態についてカルテ

調査をした．LMVと上記の項目の関係について，ロ

ジスティック回帰分析，Mann-WhitneyのU検定，

Spearmann順位相関を用いて分析した． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

 ロジスティック回帰分析の結果，LMVは，RTとND

に有意な関連が認められ，RT, NDなし群ではあり

群に比べ有意に高い値を示した．LMVは，RT, NDな

し群では咬合支持域と有意な相関が認められたが，

RT, NDあり群では認められなかった．以上の結果から，

上顎欠損患者における舌の水分量は，RTやNDの影響を受

けるが，RTやNDがない場合，咬合支持域の影響を受ける

ことが示唆された． 

  

ガラス繊維補強型高分子材料を連続切縁レストに応用した金属

不使用の部分床義歯症例
○水流和徳，木下智恵*，西 恭宏*，丸山浩美*，濱村俊一**，長岡英一* 

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 成人系歯科センター 義歯補綴科，*鹿児島大学大学院医歯学総合

研究科顎顔面機能再建学講座口腔顎顔面補綴学分野，**臨床技術部 

A Case applied a Glass Fiber-reinforced Composite Material to Continuous Incisal Rests of Partial Denture without 
M lTsuru K, Kishita C*, Nishi Y, Maruyama H*, Hamamura S**, Nagaoka E* 
Denture Prosthodontic Restoration, Advanced Dentistry Center, Kagoshima University Medical and Dental 
Hospital, *Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of 
Medical and Dental Sciences, **Dental Technicians Section, Kagoshima University Medical and Dental Hospital 

Ⅰ． 目的

 金属アレルギー患者への対策として，ガラス繊

維補強型高分子材料（以下，FRC）の臨床応用1)を

行い，第117回学術大会にて症例報告を行った．

今回，FRCを連続切縁レストに適用した金属不

使用の部分床義歯の症例を報告する．

Ⅱ． 症例の概要と治療内容

 患者は72歳（初診時）男性，初診日は2007年10
月10日で全身の痒みを主訴に皮膚科から紹介され

来院した．金属パッチテストではPdに陽性反応が

認められた．既往歴は基底細胞癌，胆嚢腫瘍，高

血圧であった．

 残存歯は51|23, 5 | 5 で軽度の歯周炎はあったが

根尖性歯周炎は認められなかった．上下の部分床

義歯は特に不満なく使用しており，口腔粘膜には

異常は認められなかったが，躯幹・四肢に小丘疹

が認められた．本患者は，パッチテストからPdに
陽性反応を認めたこと，他金属への感作の可能性

から，金属を使用しない方が良いと判断し，FRC
を用いた金属を使用しない部分床義歯を製作した．

Ⅲ． 経過と考察

 義歯装着約3ヶ月後の経過観察時に，躯幹・四肢の小丘

疹の数が減少し，義歯の審美的，機能的な満足が得られ

た．これまで，クラスプ鉤腕，大連結子へ適用してきた

FRCが連続切縁レストにも適用できることが示唆された．

Ⅳ． 文献

 1) 水流和徳，西 恭宏，濵野 徹ほか．ガラス繊維補

強型高分子材料をクラスプに応用した臨床例．歯科

審美 17 : 161-168 , 2005．

9．

10．
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東北・北海道支部

1．

2．

表   題

(サブタイトルも

入れて �0 字以内) 分子生物学的手法を用いたインプラント周囲細菌叢の解析

○田村直，越智守生，仲西康裕，舞田健夫＊著   者

(口演者に○印)

所   属 北海道医療大学クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野

北海道医療大学個体差医療科学センター＊

Bacterial flora in peri-implant sulcus using polymerase chain reaction analysis 
表 題

○Tamura N, Ochi M, Nakanishi Y, Maida T＊

著 者
Department of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology, Health Sciences University of Hokkaido 

Health Sciences University of Hokkaido Institute of Personalized Medical Science＊
英 文

Ⅰ . 目的：臨床的にインプラント周囲炎であると診断さ
れた患者と，正常なインプラント周囲組織を有する患者
のインプラント周囲溝における細菌種を解析し，比較検
討を行った．

所 属
部の細菌叢には，極めて多様な細菌種が認められた．正
常インプラント周囲組織と比較して，グラム陽性球菌の
割合に差は見られなかった．グラム陰性菌は，正常組織
では Veillonella 属が最も多く検出されたのに対し，イン
プラント周囲炎部では Prevotella 属が優位だった．また
グラム陽性桿菌ではActinomyces属とEubacterium属がイ
ンプラント周囲炎部で顕著な増加を示し，また，その構
成細菌種においても多様性が認められた．

Ⅱ . 方法：被験者は北海道医療大学歯科内科クリニック
を受診したインプラント周囲組織が正常な患者と，臨床
的基準からインプラント周囲炎であると診断された患
者とした．被験部位を圧感知ポケットプローブにてポケ
ット測定後，インプラント周囲溝のプラークと滲出液を
ペーパーポイントにて採取した．採取した試料の嫌気培
養により得られた菌株について 16s rDNA 塩基配列の解
析を行い，細菌種の同定を行った．なお本研究は，北海
道医療大学歯学部・大学院歯学研究科倫理委員会の承認
を得て行った．

本研究によって，正常インプラント周囲組織と比較して
インプラント周囲炎部では細菌種の多様性が認められ，
より複雑な細菌叢を形成していることが明らかになっ
た．特に Eubacterium 属などの偏性嫌気性糖非分解性グ
ラム陽性桿菌種の顕著な増加と細菌種の多様性は，これ
までにない知見であり，これらの細菌群がインプラント
周囲炎において重要な役割を担っていることが示唆さ
れた．

Ⅲ . 結果と考察：両者間の総菌数（CFU）と菌種分布
比において大きな差がみられ，特にインプラント周囲炎＜東北・北海道支部大会用＞

発表様式 該当する項目に○印を記入

緊急 Tel          Fax       社団法人日本補綴歯科学会

                    東北・北海道支部学術大会抄録用紙  

Ⅰ．目的 

インプラントと天然歯の被圧変位性の差を考慮したいわ

ゆる implant protected occlusion の考え方があるが明確

な根拠は示されていない.そこで本研究では,咬合面で変

位を拘束する際にスプリングを介することで,対合歯の被

圧変位性を考慮した有限要素モデルを作成し,検討を行っ

た. 

Ⅱ．方法 

 両側臼歯部に各４本のインプラントを埋入した下顎骨

の３次元有限要素モデルを構築した.荷重は咀嚼筋群によ

る力をモデル化し１）,計 500Nの咬合力を発揮させた.下顎

頭の変位はスプリングを介して全方向拘束し,バネ定数は

咬合力負荷時の関節円板の変位量に基づき設定した.臼歯

部咬合面の中心溝相当部左右各４点の変位もスプリング

を介して上下方向を拘束し,バネ定数は対合歯列の状態お

よび生理的最大変位量と咬合調整時の変位量の差から設

定した.上顎右側についてはインプラント,１歯あたり10N

の咬合力が加わった状態で咬合調整した天然歯,および１

Nで咬合調整した天然歯の３種類のモデルを想定し,各々

左側はインプラントとした. 

Ⅲ．結果と考察 

 下顎の各インプラントに加わる咬合力と下顎の偏

位量は対合歯列の被圧変位性の影響を受けた.今後欠

損形態や埋入部位の影響を検討していく予定である.

Ⅳ．文献 

１）Korioth TWP, Hannam AG.  Deformation of the Human 

Mandible During Simulated Tooth Clenching. J Dent 

Res 73 : 56-66, 1994. 

                                       

インプラントを埋入した下顎骨の有限要素解析 表   題

(サブタイトルも

入れて �0 字以内) －対合歯列の被圧変位性の影響－ 

○笠井郁世, 高山芳幸, 佐々木紘子, 後藤まりえ, 水野健太郎, 齋藤正恭, 横山敦郎 著   者

(口演者に○印)

所   属
北海道大学大学院歯学研究科 口腔機能学講座 口腔機能補綴学教室

Finite element analysis of a mandible with dental implants  

The influence of displaceability of maxillary teeth and implants 

Kasai K, Takayama Y, Sasaki H, Goto M, Mizuno K, Saito M, Yokoyama A 

表 題

著 者

所 属

Division of Oral Functional Science, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 

東北・北海道支部
一般口演
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インプラント埋入方向による周囲骨の応力低減効果

口腔内実測荷重に基づく有限要素解析

○松本哲哉,石井優*,重光竜二,石川太郎*,山川優樹*,依田信裕,川田哲男,池田清宏*,佐々木啓一 

東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野 

Ⅰ． 目的

インプラント治療を考える上では解剖学的条件に加

えて，インプラントに加わる荷重，インプラント周囲

骨応力などの生体力学的条件を考慮することが重要

である．本研究では，当分野で開発された有限要素解

析(FEA)システムを使用し，インプラント埋入方向が，

インプラント周囲骨の応力にどのような影響を与え

るのかを検討した．

Ⅱ． 方法

下顎インプラント支持オーバーデンチャー症例（62
歳，女性）を被験者として，機能時のインプラント荷

重を，小型三次元荷重センサを用いて口腔内で計測し

た．次いで幾何形状として被験者CTデータを用い、

インプラント埋入方向を口腔内と同様にしたFEAモ

デルと、生体内で実測された最大咬みしめ(MVC)時の

荷重方向とインプラント埋入方向を一致させたFEA
モデルを作成した．

これら2つのモデル上で，MVC時，ピーナツ咀嚼時，

ガム咀嚼時のインプラント荷重ベクトル（生体内実測

データ）を荷重条件としたインプラント周囲骨におけ

る応力の解析を行い，比較検討した．

Ⅲ． 結果と考察

インプラント埋入方向と荷重方向の角度差により

インプラント応力の値，分布に様々な違いが認められ

た．埋入方向と荷重方向を一致させた場合，各インプ

ラント周囲骨において応力低減効果が認められ，角度

差が大きかったインプラントにおいてその効果が顕

著であった．以上から，インプラント埋入方向の重要

性が示唆された．

*東北大学大学院工学研究科土木工学専攻数理システム設計学研究室 

Ｓtress reduction effect caused by the implant alignment 

- Finite element analysis based on  in vivo occlusal force measured - 

○Matsumoto T, Ishii Y*, Shigemitsu R, Ishikawa T*, Yamakawa Y*, Yoda N, Kawata T, Ikeda K*, Sasaki K 

Tohoku University Graduate School of Dentistry, Division of Advanced Prothetic Dentistry 

*Tohoku University, Department of Civil and Environmental Engineering 

表面水酸基増加に伴い光処理機能化チタン上の

間葉系幹細胞の伸展は促進される

○坂田美幸，會田英紀＊，福本真大，遠藤一彦＊＊，越野 寿＊，大野弘機＊＊，大畑 昇，平井敏博＊

北海道大学大学院歯学研究科リハビリ補綴学教室，＊北海道医療大学歯学部咬合再建補綴学分野，＊

＊北海道医療大学歯学部生体材料工学分野

Ultraviolet Photofunctionalization of Titanium Promotes Initial Mesenchymal Stem Cell Spread in  

Association with Increased Surface Hydroxyl Radicals 

Sakata M, Aita H*, Fukumoto M, Endo K**, Koshino H*, Ohno H**, Ohata N, Hirai T*

Department of Oral Rehabilitation, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
*Department of Removable Prosthodontics, **Department of Dental Materials Science, Health Sciences University of Hokkaido 

I．目的  
 強固なオッセオインテグレーションの早期獲得
は適応症の拡大や治療期間の短縮につながる．そ
のためにはインプラント表面に効率的に骨系細胞
が定着し，早期に骨芽細胞へと分化することが望
ましい．われわれはこれまでにチタン表面の炭化
水素ならびに水酸基量と初期細胞接着との間に高
い相関性があることを報告してきた．今回はさら
に，チタンの表面水酸基の増加に伴い，接着細胞
の機能発現が促進されるという仮説のもとに， in
vitro の実験系においてチタンディスク上に接着し
た細胞の形態変化を調べた． 
II．方法 

光処理機能化チタンは対照群である酸処理チタ
ン（以下，UA）に紫外線を 1, 4, 48 時間照射する
ことにより作製した（以下，LA-1, LA-4,LA-48）．

ラット大腿骨から分離培養した骨髄由来の間葉系
幹細胞を各ディスク上に播き，一定時間培養後，
細胞骨格を蛍光染色し共焦点レーザー顕微鏡にて
形態を観察した．さらに得られた画像に対して画
像解析ソフトを用いて形態分析を行なった．
III．結果と考察
 紫外線処理時間の増加に伴い，細胞骨格の発達
傾向が認められ，UA でほぼ球形を呈していた間
葉系幹細胞が，LA-48 では典型的な多形性を示し
た．また，細胞面積，周囲長および最大幅径（Feret
の長径）を計測したところ，LA-48 と他の３群と
の間では す べてにお い て有意差 が 認められた
(p<0.01)．

以上の結果より，表面水酸基の増加が骨系細胞
の機能発現を促進させる要因となりうることが
示唆された．

3．
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光処理機能化チタンの表面に形成される石灰化組織の

質的評価

○會田英紀，坂田美幸*，福本真大*，大畑 昇*，豊下祥史，越野 寿，平井敏博 

北海道医療大学歯学部咬合再建補綴学分野，*北海道大学大学院歯学研究科リハビリ補綴学教室

Qualitative Analysis of Mineralized Tissue Generated on Ultraviolet Photofunctionalized Titanium 

Aita H, Sakata M*, Fukumoto M*, Ohata N*, Toyoshita Y, Koshino H, Hirai T 
Department of Removable Prosthodontics, Health Sciences University of Hokkaido,  
*Department of Oral Rehabilitation, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University

I．目的 
 オッセオインテグレーション能の評価指標の一
つに，骨インプラント結合強度がある．また，この
強度は臨床成績を裏付けするエビデンスとなり得
るとされている．われわれは以前，ラット大腿骨モ
デルにおいて，埋入２週間後の光機能化酸処理チタ
ンの骨結合強度は，無処理の酸処理チタンの 3.1 倍
にまで増加することを報告した．一方，インプラン
トの力学的安定性は，インプラント周囲骨の力学特
性にも影響を受けると考えられる．そこで本研究で
は，in vitro の実験系において培養骨芽細胞が形成す
る石灰化組織の質的評価を行い，光処理機能化がチ
タン表面の石灰化におよぼす影響を検討した． 
II．方法
 光処理機能化チタンは対照群の酸処理チタン
（以下，UA）に紫外線を �� 時間照射することによ

り作製した（以下，LA-48）．ラット大腿骨から分離
培養した骨髄由来の間葉系幹細胞を UA および
LA-48 のチタンディスク上に播き，骨芽細胞誘導
培地下で �� 日間培養した．その後，培養骨芽細胞
によりディスク表面に形成された石灰化組織を各
サンプルとして，o-cresolphthalein complexone 法にて，
石灰化組織中のカルシウム含有量を定量した．
III．結果と考察
 LA-48 における石灰化組織の面積およびカルシ
ウム含有量は，UA に比べてともに �.� 倍となり有
意に増加した (p<0.01)．また，石灰化組織の単位面
積当たりのカルシウム密度には有意な差は認めら
れなかった．

以上の結果は， in vivo の実験系における光処理
機能化チタンの優れた骨伝導能を支持するデータ
であると考えられる． 

Ⅰ．目的
当講座では，口腔インプラント埋入後の治癒期間

の短縮や骨質の劣る部位への応用を目的に，純チタ
ン表面に放電陽極酸化処理と水熱処理を施すこと
で結晶性の高いハイドロキシアパタイト（HA）を析
出させる表面処理法（SA 処理）を検討してきた．
本研究では，SA 処理チタンの生体内における挙動
を経日的に観察する目的で，擬似体液中に浸漬した
SA 処理チタンの表面解析を行った．
Ⅱ．方法

実験試料には，純チタンを電解質溶液にて放電陽極酸
化処理したもの（陽極酸化処理チタン）と，その後に水
熱処理を施したもの（SA 処理チタン）を用いた．試料
をハンクス溶液中に �，��，��，�� 日間浸漬後，X 線光
電子分光分析装置( XPS )，X 線回折装置( XRD )，走査型
電子顕微鏡（SEM），電子プローブ X 線微小部分

析装置（EPMA）にて解析を行った．
Ⅲ．結果と考察

XPS 分析では，浸漬前後において元素組成に変化は認
められなかった．XRD 分析では，浸漬前後において表面
結晶構造に変化は認められなかった．SEM 分析では，陽
極酸化処理チタンは浸漬前後において変化は認められ
なかった．一方，SA 処理チタンでは，HA 結晶周囲と陽
極酸化被膜上に付着物が認められた．EPMA 分析では，
陽極酸化処理チタンは浸漬前と同様であった．一方，SA
処理チタンでは，浸漬後に P と Ca 元素が高いレベルで
広範囲に分布していることが認められた．

本研究より，陽極酸化処理チタンと比較して SA 処
理チタン表面では，P と Ca を吸着させる効果があるこ
とが確認され，早期のオッセオインテグレーション獲得
に関与していることが示唆された．

                                     

陽極酸化・水熱処理チタンの擬似体液中における

リン酸カルシウム形成能

○菊地静一郎，武部 純，伊藤茂樹，三浦真悟，塩山 司，石橋寛二

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座

Calcium Phosphate Formation on Anodized-hydrothermally Treated Titanium in Simulated

Body Fluid

Kikuchi S, Takebe J, Ito S, Miura S, Shioyama T, Ishibashi K  

Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical University  
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＜東北・北海道支部大会用＞    東北・北海道支部学術大

会抄録用紙

コバルトクロム合金金属床のバレル研磨に関する研究

―クラスプの変形について―

○中山公人，松村奈美，山森徹雄，今関 肇，雨宮幹樹，阿部剛一，加藤史仁，  

関根貴仁，山内貴子，清野晃孝*，佐藤克彦**，清野和夫 

奥羽大学歯学部歯科補綴学講座，*奥羽大学歯学部診療科学講座，**東北・北海道支部 

Barrel Finishing of Cobalt-Chromium Alloy Cast Plate -Deformation of Clasps- 

Nakayama K, Matsumura N, Yamamori T, Imazeki H, Amemiya M, Abe G, Kato F, Sekine T, 
Yamanouchi T, Seino A, Sato K, Seino K   
Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of Dentistry, *Department of 
Therapeutic Science, Ohu University School of Dentistry, **Tohoku-Hokkaido Branch   

Ⅰ． 目的
コバルトクロム合金金属床フレームワークの研磨

では，鏡面研磨まで様々な研磨工程を踏まなければ
ならない．その際発生する粉塵や電解質溶液から揮
散される有害物質は，大気を汚染し生体に為害作用
を及ぼすことが懸念される．その作業環境を改善
し，研磨の省力化を目的に自動研磨であるバレル研
磨の応用が試みられてきた．しかし，バレル研磨は
研磨材とワークの相互摩擦作用により研磨する機
械のため，研磨材の衝撃によりクラスプ鉤尖の変形
の恐れがある．そこでバレル研磨に伴うコバルトク
ロム合金製鋳造鉤の変形とその抑制法について検
討した．
Ⅱ．方法

小臼歯用クラスプと床部を鋳造用コバルトクロ
ム合金にて一塊鋳造し，規格化試験片とした．鉤腕

の長さは �� ㎜とし，鉤肩部幅径は �.0 ㎜，厚形 �.��
㎜，鉤尖部幅径 �.0 ㎜，厚径 0.� ㎜とした．床部は
幅径 �0 ㎜，長径 �0 ㎜，厚径 �.� ㎜とした．バレル
研磨器は宮崎歯科商会製のポリッシングエイトＳH
－３を用い，研磨材は二酸化珪素，酸化アルミニウ
ムを主成分としたセラミック材を使用し，一次研磨
�0 分間，二次研磨 �0 分間とした．鉤尖間距離を読
み取り顕微鏡にて計測し変形の程度を判定した．
Ⅲ．結果と考察

バレル研磨により，鉤尖間距離は一次研磨後で平
均 ��0μm，二次研磨後に平均 ��0μm の変形が認
められた．予備実験からバレル研磨による研削量は
極少量であることから鉤尖間距離の増加は研磨に
よる変形と考えられた．また，鉤腕をポリエチレン
チュ－ブで保護することにより､変形量を �0μm 未
満に抑制できた．
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＜東北・北海道支部大会用＞
発表様式 該当する項目に○印を記入

緊急 Tel          Fax       社団法人日本補綴歯科学会

                    東北・北海道支部学術大会抄録用紙

全部床義歯の咀嚼能力に関する研究 

―咀嚼検査食品の頰・舌側分割回収法について―

○玉井一樹, 茂呂尚紀*, 山森徹雄*， 狩野裕美*, 山城邦明*， 小林康二*,  

遠山伊都子*, 渡辺浩秀*, 大野敦司*, 早田幸夫*, 和栗範幸**, 清野和夫*

奥羽大学大学院歯学研究科口腔機能回復学，*奥羽大学歯学部歯科補綴学講座，**東京支部

A Study About the Ability for Chewing of the Complete Denture  

–About the buccal and lingual side division collection method of the chew inspection food– 

Tamai K , Moro H*, Yamamori T*, Kanou Y*, Yamashiro K*, Kobayashi K*, Toyama I*, Watanabe H*,

Ono A*, Hayata Y*, Waguri N** and Seino K*

Department of Oral Functional Science, Division of Oral Rehabilitation, Ohu University Graduate School of 

Dentistry, *Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University school of Dentistry, **Tokyo Branch 

Ⅰ．目的
 有歯顎者においては咀嚼が進行すると食片は口
蓋側に貯留して食塊を形成するが，全部床義歯装着
者では咬合様式や咬合面形態に起因して食片が口
腔前庭に溢出して貯留し，食塊形成に影響を及ぼす
ことが考えられる．そこで，本研究では全部床義歯
における食片の流路を追究する前段階として，試験
食品を頰側と舌側に分割して回収する装置を試作
し，その妥当性を検討した．

Ⅱ．方法
 被験者として健常有歯顎者を選択した．試験食品
は乾燥ピーナッツ �g とし，片側で咀嚼した後，咬
合したままで頰側のみの貯留物を試験食品回収装
置で回収し，続いて咬合面と舌側の貯留物を回収し

た．回収した貯留物を �0，��，�� の篩にかけ，残留
した試験食品を測定の対象とした．全回収量に対し
頰側からの回収した率を求め，頰側貯留率とし，咬
合面と舌側から回収した率を舌側貯留率とした．

Ⅲ．結果
 試作の試験食品回収装置内の濾過袋に残留した頰
舌側それぞれの回収物を �0，��，�� メッシュの篩に
かけ，� 種の篩に残存した回収率を求めたところ最大
が �0.�%、最小が ��.�%で平均 ��.�±�.�%であった．
� 種の篩のうち，�0 メッシュに残存したのは ��.�%
であった．このうち頰側貯留率は ��.�%，舌側貯留
率は ��.�%であり，試験食品は舌側に貯留する比率
が高かった．
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Making an Invention of orbiter dental polishing device 

Temperature of the polished surface and splash of polishing paste .  

Koji Hatanaka*, Yasuhiro Ikeda*, Timothy Nemoto**,  Shigeharu Ishidoya***,  Hitoshi Tamaki**** 
Takeo Maida*, Kazuhiro Hikita*,  Youichi Uchiyama*, Toshihiro Hirai* , *****,  

* Institute of Personalized Medical Science, Health Sciences University of Hokkaido,  
** Vancouver Dental Ceramics LTD, ***Tokyo Giken, Inc, ****Okinawa Branch,  
***** Department  of  Removable  Pros thodont ics ,  Heal th  Sciences  Univers i ty  of  Hokkaido School  of  Dent is t ry
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10． CAD/CAM ｼｽﾃﾑを用いて加工したｵｰﾙｾﾗﾐｯｸｸﾗｳﾝの表面性状
－繰り返し焼成，ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞが及ぼす影響－

○佐藤仁昭，坂井祐真，竹内操，影山勝保，鎌田政善

奥羽大学歯学部歯科補綴学講座

Surface Properties of All Ceramic Crown made by CAD/CAM System 

Influence of Repeatedly Baking and Grazing 

Satou H, Sakai Y, Takeuchi M, Kageyama M, Kamata M 

Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of Dentistry 

Ⅰ 目的
 近年，歯科医療の分野においても，コンピュータ
ー制御による歯冠修復物製作法の研究が進み，現
在，歯科用 CAD/CAM システムとして臨床に応用さ
れている．
 オールセラミッククラウンの場合，CAD/CAM シ
ステムによる切削加工の後 ,製作の最終工程として ,
通常機械研磨が施されるが ,陶材を追加焼成した際
にはクレージングが行われる．
 今回 ,CAD/CAM システムを用いて加工したオー
ルセラミッククラウンを想定し ,繰り返し焼成とグ
レージングがその表面性状に及ぼす影響について
検討したので報告する．
Ⅱ 方法

材料には GN セラムブロック（GC 社製）を用い
た．試料の表面は機械研磨を想定し，耐水研磨紙

��00 番まで研磨した．その後メーカーの説明書記
載に準拠して焼成を１回行い，表面粗さ測定機（サ
ーフコム ��0）を用いて表面粗さ測定した．さらに
それぞれの試料にグレーザーを筆塗りし，１回，３
回，５回焼成した後に、同様に表面粗さを測定した．
Ⅲ 結果と考察
 機械研磨を想定した CAD/CAM 用セラミックに
焼成，グレージングを行うと表面粗さは大きくなっ
た．しかし，大きな起伏が出現するものの小さな凹
凸は消失し，表面はなめらかになる傾向をしめし
た．さらに，グレージングを行った後，繰り返し焼
成すると表面粗さは小さくなる傾向を示した．
 これは，焼成によるセラミックブロックの内部応
力の解放と表面の溶融が影響していると考えてい
る．
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各社インプラントを構成するコンポーネントの互換性

○佐々木雪恵   朴沢一成

デンタルインプラントセンター仙台

Compatiblity with each component of almost implant in Japan 

Yukie Sasaki    Kazunari Hozawa 

Dental-Implant-center SENDAI 

 世界中に溢れる歯科用インプラントのうち日本に導

入されているインプラントは２７社に及んでいる。 

 ここ数年、当医院では、他医院でインプラントが埋入

され、上部構造が入ったが痛むとか、アバットメントま

でしか、時には、インプラントまでしか入っていないよ

うな状態で来院くださる患者さんの数が増してきてい

る。そういった患者さんに迅速に対応するために、我々

臨床家は、多くのインプラントの 

形状やそのコンポーネントの互換性について知識を持

っているべきであると考え、今回、このような調査を行

った。 

インプラントの種類と互換性について、さまざまなイ

ンプラントを検証し、既存のインプラントを活用する手

段として、アバットメントから上部構造にいたるコンポ

ーネントについて互換性や、スクリューヘッドの形状、

それに適応するドライバーの先端部の形状を調べ、今

後、ますます増えると考えられる、転院してくる患者に、

スムースの対応できるようにしておきたいと考えてい

る。 

 インプラントのエンドユーザーは歯科医ではなく、 

患者である。このことを歯科医も各メーカーもしっかり

と理解すべきであろう。 

 

                                    

インプラント補綴の生体力学についての考察

○畑中豊美

畑中歯科矯正歯科

The biomechanical consideration of implant treatment 

Toyomi Hatanaka 

Hatanaka dental and orthodontic clinic 

Ⅰ.目的:噛み癖,ブラキシズムなどの機能的もしく
は非機能的な力によって,インプラント補綴の接合
部に応力が集中してひずみが起こる.そのひずみを
いかに調和させるかを考察したので報告した. 
Ⅱ.方法:インプラント補綴の接合部は,1.インプラ
ントー骨の界面,2.アバットメントとインプラント
との連結部,3.アバットメントと上部構造との連結
部,4.上部構造の連結部の４カ所あるが,それぞれ
において生体力学的適合性の高い接合部をいかに
構築するか検討した. 
Ⅲ.結果と考察:1.界面の生体力学的適応能力は埋
入方法に依存する.１回法の機械的嵌合効力よりも
２回法の生物学的結合力の方が生体力学的適合性
が高い.2.界面の強固な接合はアバットメントスク
リューの破折か緩みの原因となる.アストラインプ
ラントのコニカルシール形態は生体力学的適合性

が高い .3.アバットメントと上部構造との連結
部,4.上部構造同士の連結部に対しては,連結内冠
で応力緩和を計る.接合部の主体はねじもしくはね
じ類似構造であるから,ねじの力学は,生体力学的
にはインプラント補綴の本質的な問題である.ねじ
の精度をあげること,あるいは界面の結合力を強固
にすると,逆に回転ゆるみを起こし易い.ねじの力
学的には直径の細いインプラントは強度が高く,ゆ
るみにくい.界面の接合状態は周囲組織の応力分布
に影響する.材質,上部構造,下部構造,皮質骨海綿
骨全体の緩衝機構が生体力学的適合性を決定する. 
Ⅳ.文献:1.堤定美,インプラントの生体力学,歯科
イ ン プ ラ ン ト ,先 端 医 療 シ リ ー ズ ・ 歯 科 医 学
１,2000;85-103. 2.山本晃,ねじ締結の原理と設計,
東京;養賢堂:2004. 3.村上敬宜,応力集中の考え方,
東京;養賢堂:2005. 
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試作ティッシュコンディショナーの表面ぬれについて

○洪  光，濱田泰三

東北大学大学院歯学研究科口腔ケア推進開発講座

The surface wattability of trial tissue conditioners 

○Hong G, Hamada T 

Department of Oral Health Care Promotion, Graduate School of Dentistry, Tohoku University

Ⅰ．目的 

ティッシュコンディショナーは補綴臨床にお
いて粘膜調整，動的印象および暫間裏装などに広
く応用されている．特に本材を動的印象材として
用いる場合は，表面ぬれは重要な因子である．さ
らに，本材で裏装した義歯の口腔内での維持，安
定にも表面ぬれが深く関わっている．

本研究では，良好な保湿性を有するセリシンパ
ウダーを本材の粉末成分に添加することにより，
ティッシュコンディショナーの表面ぬれの改善
を試みた．

Ⅱ．方法 
本研究では液部としATBC，BPBGおよびエタノ

ールの混合物を使用し，粉部として平均重量分子
量約20万，平均粒径約20 ｍのPEMAおよび平均重

量分子量約 25万，平均粒径約 35 ｍのPMMAの混
合物にセリシンパウダー（HiS）を0, 1, 3, 5および
10wt%添加したものを用いた．各試料を37℃蒸留
水浸漬0, 1, 3, 7および14日後，全自動接触角計を
用い，試料表面の接触角を測定し，試料の表面ぬ
れの評価を行った．

Ⅲ．結果と考察 
各材料の浸漬前における接触角は材料間で有

意差が認められ (p<0.05)，HiS を 3wt%添加した試
料で最も低い値を示した．各材料の接触角は浸漬
7 日まで有意に低下し，その後安定する傾向であ
った．

以上のことから，セリシンパウダーの添加はテ
ィッシュコンディショナーの表面濡れの改善に
有効であることが示唆された．

セルフアドヒーシブセメントの接着性に関する引張接着試験に

よる評価

○伊藤茂樹，武部 純，根津尚史＊，菊地静一郎，村山龍平，八重嶋彩子，千田豪也，

荒木吉馬＊，石橋寛二

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座，＊歯科理工学講座

Evaluation of Adhesiveness of a Self-adhesive Cement by Tensile Bond Test

○ Ito S, Takebe J, Nezu T＊, Seiichirou K, Murayama R, Yaeshima A, Chida G, Araki Y＊, Ishibashi K

Department of Fixed Prosthodontics, *Department of Dental Materials Science and Technology, School of 

Dentistry, Iwate Medical University  

Ⅰ．目的
近年，セメント成分に接着性の機能性モノマー

（酸性モノマー）が配合され，各種修復材料および
歯質に個別のプライミングを施さずに使用可能な
セルフアドヒーシブタイプのレジンセメントが普
及してきている．

今回，リン酸エステルモノマーが配合されたペー
ストタイプの新規セルフアドヒーシブセメントに
ついて，各修復材料への引張接着強さを検討した．
Ⅱ．材料および試験方法
 実験材料として G-Luting（GC）を用いた．被着
体（GC：キャストウェル M.C.金 12%，GC：グラデ
ィアフォルテ）はアクリルレジンで包埋した後，被
着面を SiC 製耐水研磨紙（♯120）にて研磨した．
被着面積はマスキングテープを貼ることにより（直
径 3mm，厚み 0.1mm）7.1mm２に規定した．

 セメントを練和後，被着体に塗布し円柱状のステ
ンレスロッド（直径 10mm，サンドブラスト処理）
を合着した試験体を 37℃，相対湿度 100%のチャン
バーに１時間，次いで 37℃の水中で 23 時間保管し
た．引張試験はオートグラフを用いてクロスヘッド
スピード 1 mm/min で測定を行った．
Ⅲ．結果と考察
 本実験より G-Luting は，貴金属材料に対しては平
均 14 MPa の接着強度を示した．一方，レジン系材
料に対しては平均 10 MPa の接着強度を示した．

今回の結果から，G-Luting セメントはいずれの材
料に対してもプライミングなしに接着することが
示された．

1．

2．

ポスター発表
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3． 下顎無歯顎モデルに埋入されたインプラントの埋入方法の違い

が応力分布に及ぼす影響

○仲井太心, 仲西康裕, 坂本太郎, 広瀬由紀人, 越智守生

北海道医療大学クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野

Stress Distribution Comparison of Different Placement Methods for Edenturous Mandibular  

Implants

○NAKAI T, NAKANISHI Y, SAKAMOTO T, HIROSE Y, OCHI M 

Department of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology, Health Sciences University of Hokkaido 

I．目的：近年無歯顎患者にオトガイ孔を避けてインプ
ラントを傾斜埋入し，さらにカンチレバーを付与するな
ど，力学的に過酷と思われる埋入方法が行われている．
しかし，今までに傾斜埋入の応力解析は十分に行われて
いない．本研究は，ヒト下顎骨の DICOM データを有限
要素モデルに用い，傾斜埋入時におけるインプラント体
の長さや埋入方法の影響を明かにすることを目的とし
た．
II．方法：ヒト下顎骨骨体標本を医科用CTにより 0.�
mm幅で撮影した．インプラント体はBranemark MkⅢを
マイクロCTでΦ�.0 mm，長さ �.0 から ��.0 mmを撮影
し，モデル化した．設計から解析には，Mechanical Finder 
Version 6.0 を用いた．傾斜埋入モデルでは，左右遠心部
インプラントを �0 度に傾斜させて構築した．境界条件
は，下顎頭および右側カンチレバー最遠心部を完全拘束
し, 右側カンチレバー最遠心に ��0 Nを咬筋，側頭筋，

内側翼突筋を想定し荷重し，間接的に負荷した�)．比較
モデルとして，神経を避けてオトガイ前方に垂直埋入し
たモデル，神経を無視し傾斜モデルとカンチレバーが同
じ長さになる位置に垂直に埋入したモデル，前モデルと
同位置に神経に達しない短いインプラントを用いたモ
デル，またオトガイ孔間に � 本垂直埋入したモデル
(Trontoモデル)の解析も行った．
III．結果と考察：相当応力は，Tronto モデルが最も低い
傾向を示した．結果，垂直に埋入し，かつ本数の増加に
より負荷を低減することが有効と考えられた．しかし，
今回は垂直加重のみを対象としているため，荷重条件な
どさらなる検討が必要と思われた．
IV．文献：
�) Korioth TW, Hannam AG. Deformation of the Human 
Mandible During Simulated Tooth Clenching, J Dent Res 
1994; 73 , 56-66 

可撤性部分床義歯の種類・設計に関する諸因子が残存歯列へ及

ぼす影響

○ 伊奈慶典，小山重人*，依田信裕, 佐々木具文，羽鳥弘毅，横山政宣，塙 総司， 

鈴木祐子，佐藤奈央子*，重光竜二, 末永華子, 折居雄介，冨士岳志，佐々木啓一   

東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野，*東北大学病院顎口腔再建治療部   

Influence of factors concerning types and designs of RPD on remaining teeth 

○Ina Y,  Koyama S*,  Yoda N,  Sasaki T,  Hatori K,  Yokoyama M,  Hanawa S,  Suzuki Y, 
Satoh N*,  Sigemitu R,  Suenaga H,  Orii Y,  Fuji T,  Sasaki K.  

Division of Advanced Prosthetic Dentistry Tohoku University Graduate School of Dentistry, *Maxillofacial 

Prosthetics Clinic Tohoku University Hospital 

Ⅰ目的
 可撤性部分床義歯（RPD）の装着が残存歯列に
与える影響を縦断的に分析した研究は少なく，特
に歯の喪失への関連性は明らかではない．本研究
は，支台歯数，レスト設置数等の RPD の種類や設
計に関連する諸因子が残存歯列，特に残存歯の喪
失に及ぼす影響を検討することを目的とした．
Ⅱ方法

分析には，本学臨床実習において平成 � 年から
�� 年までの � 年間に，適切な設計が与えられた
RPD を装着した患者 ��� 名に対して実施された
リコール調査から得られたデータを用いた．調査
は RPD 装着から � 年経過後に年 � 回実施し，毎
年の調査期間は約１ヶ月とした．

比較分析は RPD を � 年間使用していた患者の
うち，歯の喪失が認められた患者群および認めら  

れなかった患者群間，さらに歯の喪失が認められ
た患者群のうち，支台歯が喪失した患者群および
非支台歯が喪失した患者群間で行った．分析項目
は欠損歯数，咬合支持数，支台歯数，レスト数お
よびプラークコントロール指数とした．  
Ⅲ 結果と考察 
 5 年間使用された RPD 全 103 床(継続使用 70
床・再製作 33 床)のうち 13 床（12.6％）において
残存歯の喪失(18 本：全残存歯のうち 2.3％)が認
められた．歯の喪失の有無により分類した患者間
で，全ての分析項目において有意な差は認められ
なかった．また，喪失歯を支台歯・非支台歯によ
り分類した患者群間でも全ての分析項目において
有意差は認められなかった．以上より，RPD の種
類や設計等の相違は，残存歯の喪失に対して有意
な影響を及ぼさないことが示唆された．  

  

4．
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＜東北・北海道支部大会用
発表様式 該当する項目に○印を記入

緊急 Tel          Fax       社団法人日本補綴歯科学会

                    東北・北海道支部学術大会抄録用紙

顎機能障害に関する 10 年間の前向きコホート調査 

○金井佐知子, 田邉憲昌, 金村清孝, 浅野明子*,  齊藤章人,  藤澤政紀**, 石橋寛二 

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座,*総合歯科臨床教育センター, 

**明海大学歯学部歯科補綴学分野 

A 10-year Prospective Cohort study of Temporomandibular Disorders 

○Kanai S, Tanabe N, Kanemura K, Asano A*, Saito F, Fujisawa M**, Ishibashi K 

Department of Fixed Prosthodontics Iwate Medical University * Department of Educational Center for the 

Clinical Dentistry **Division of Fixed  Prosthodontics, School of Dentistry , Meikai University 

Ⅰ.目的 
 顎機能障害（TMD）に関する疫学調査(前向きコホ
ート)は，1970 年代の北欧での調査にはじまり多く
の報告がある. しかし，本邦では長期にわたる調査
報告は見当たらない．我々は 1996 年から TMD に関
する調査を開始し，これまで 5 年間の経過を報告し
てきた．今回 10 年間の質問票による調査の結果を
まとめたので報告する. 
Ⅱ.方法 
 岩手医科大学歯学部に入学した学生のなかで，本
研究の主旨に同意が得られた 216 名の中から，10
年間の追跡が可能であった 81 名（女性 27 名，男性
54 名，平均年齢：30.0±2.5 歳）を分析対象とした．
ベースライン（1 年生時），2.5 年後（4 年生時），5
年後（6 年生時），10 年後（卒後 5 年経過時）の 10
年間で 4 回の調査を行った．各時点において質問票

を用いて TMD の症状（疼痛，関節雑音，開口障害）
の有無を調べ，集計後に 10 年間での症状の推移と
有病率について検討を行った. 
Ⅲ.結果と考察 
・疼痛が発症した 6 名のうち，10 年間症状が継続し
たのは 1 名のみであり,症状がセルフリミティング
な経過をたどった. 
・4 回の調査のうち，3 回以上雑音がみとめられた
のは 31 名（38％）であり，他の症状と比較して高
い割合を示した. 
・開口障害は 10 年間のいずれの調査時点において
も発症は少なかった． 
 10 年間の有病率をみると，いずれの症状も 5 年後
（6 年生時）に発症のピークがあり，10 年後の調査
においては減少を示した． 
 

地域高齢者における 20 歯以上の保有と認知機能低下との関連

：１年間の前向きコホート研究

大井 孝，西村一将，高津匡樹*，服部佳功，坪井明人，大森 芳**，寶澤 篤**，辻 一郎**，渡邉 誠***．

東北大学大学院歯学研究科加齢歯科学分野，*日本大学歯学部歯科補綴学教室総義歯補綴学講座，

**東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野，***東北大学国際高等研究教育機構国際高等融合領域研究所

An association between possession of 20 or more teeth and cognitive impairment in a community-dwelling 

elderly Japanese population: A 1-year prospective cohort study 

Ohi T, Nishimura K, Takatsu M*, Hattori Y, Tsuboi A, Ohmori K**, Hozawa A**, Tsuji I**, Watanabe M***.  

Division of Aging and Geriatric Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry, *Department of 

Complete Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Epidemiology, 

Tohoku University Graduate School of Medicine, ***Institute for International advance Interdisciplinary 

Research, Tohoku University International Advanced and Research and Education Organization

Ⅰ．目的
 高齢者が 20 歯以上保有することの優位性に関する報
告は多く，8020 運動推進の基軸となっている．本研究
では認知機能低下を認めない地域在宅高齢者を対象に，
20 歯以上の保有と 1 年間での認知機能低下発現との関
連を検討することを目的に，2002 年と 2003 年の 2 年に
わたり，仙台市鶴ヶ谷地区に居住する 70 歳以上の高齢
者を対象とした心身の総合機能評価を実施した．
Ⅱ．方法
 分析対象は 2002 年のベースライン調査時に認知機能
低下を認めず，かつ 2003 年の追跡調査が可能であった
557 名（男性 247 名，女性 310 名）とした．認知機能の
評価には Mini-Mental State Examination (MMSE)を用い，
スコアが 26 点以上を正常，25 点以下を認知機能低下と
した．保有歯数については歯冠を残す 20 本以上の歯の

有無について調査した．認知機能低下との関連が疑われ
るその他の項目として，年齢，Body Mass Index (BMI)，
脳卒中既往，心疾患既往，高血圧，糖尿病，喫煙，飲酒，
抑うつ傾向，身体活動度，主観的健康感，配偶者の有無，
学歴，ソーシャルサポートの状態について調査した．
Ⅲ．結果と考察
 多重ロジスティック回帰分析（ステップワイズ法）を
用いてベースライン調査から 1 年後の認知機能低下発現
の規定因子を検索した結果，男性において 20 歯以上の
保有が，他の因子と独立して認知機能低下発現に対し有
意なオッズ比の低値を示した．したがって，現在歯の保
全による口腔機能維持や歯の喪失防止に繋がる生活習
慣が，認知機能低下の遅延・防止に益する可能性が示さ
れた．
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超音波顕微鏡を利用したラット下顎頭軟骨弾性の経時的変化

○羽鳥弘毅1)，萩原嘉廣2)，西條芳文3)，安藤晃2)，伊奈慶典1)，安藤浩二1)，白石成1)，

佐藤奨1)，佐々木啓一1)

1)東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野
2)東北大学大学院医学系研究科整形外科学分野
3)東北大学大学院医工学研究科医用イメージング研究分野

Development of Rat Mandibular Condylar Cartilage Elasticity Assessed by Scanning Acoustic Microscopy

○Hatori K1), Hagiwara Y2), Saijo Y3), Ando A2), Ina Y1), Ando K1), Shiraishi N1), Sato S1), Sasaki K1)

1)Tohoku University Graduate School of Dentistry, Division of Advanced Prosthetic Dentistry, 2)Tohoku 

University Graduate School of Medicine, Department of Orthopaedic Surgery, 3)Tohoku University Graduate 

School of Biomedical Engineering, Biomedical Imaging Laboratory

I. 目的
物質の機械的特性の一つである弾性率は，物質内

を通過する音速の二乗および物質の密度に比例す
る．即ち，音速の変化と弾性率の変化には密接な相
関関係がある．本学医工学研究科に設置されている
超音波顕微鏡(SAM)は，「組織切片内を通過する超音
波速度を可視化しうる」および「光学顕微鏡と同等
の画像解析度を有する」という特徴を有する．

本研究では，生理的成長段階でのラット下顎頭軟
骨内を通過する音速の経時的変化を SAM により計
測し，下顎頭軟骨弾性の生理的発達を明らかにする
ことを目的とした．
II. 方法

被験動物には，28 匹の生後 7,12,16 および 20 週齢
雄性 Wistar 系ラットを用いた．ラットを灌流固定

後，下顎骨を取り出し，脱灰した．脱灰後，通法に
従い厚さ 5 m のパラフィン切片を作製した．これら
の切片に対し SAM を用いて画像撮影を行った．ま
た同切片にサフラニン O（SO）染色を施し組織を同
定するとともに組織学的検討に供した．得られた
SAM 像から下顎頭軟骨を通過する音速を計測し，
各群間において統計的に比較検討した｡
III. 結果と考察

SAM 像の画像解析度は，SO 染色像と比較して遜
色はなく，組織内の音速の分布を鮮明に可視化でき
た．歴齢の異なる群間の比較から，下顎頭軟骨内を
通過する音速は成長とともに有意に上昇すること
が示された．

以上より，下顎頭軟骨の弾性は成長とともに経時
的に低下していくことが示唆された．

 

欠損歯列を有する閉塞型睡眠時無呼吸症候群患者への

口腔内装置の応用

○遠藤義樹

Oral appliances for the treatment of obstructive sleep apnea-hypopnea syndrome in  

fully or partially edentulous patients. 

Yoshiki Endo 

Ⅰ.目的 
 臨床的に睡眠時無呼吸症候群の9割以上を占める閉塞
型(Obstructive Sleep Apnea-Hypopnea Syndrome,以下
OSAHS)において，その治療法の一つとして歯科分野にお
ける口腔内装置(Oral Appliance,以下 OA)の装着が高い
評価を受けており

1）

，国内外で多数報告されているもの
の，歯の欠損患者での治験報告はほとんど無い．今回，
無歯顎者を含む，欠損歯列を有するOSAHS患者において，
その口腔内状態に応じた OA 製作に関して考察したので
報告する． 
Ⅱ.方法 
 対象は，終夜睡眠ポリグラフ検査(polysomno- 
graphy,以下 PSG)の結果，専門医により OSAHS の診
断を受け， OA 装着を依頼された患者で，OA 装着の
後に再度 PSGにより評価した無歯顎患者と部分欠損
歯列患者とした 
 
 
 

Ⅲ.結果と考察 
 対象とした OSAS 患者の装着していた義歯に対する補
綴学的評価，ならびに残存組織の状態が OA 装着に適し
ていると診断した症例には，下顎を前方へ移動させるタ
イプの OA を装着している義歯上に装着可能であった．
装着している義歯が不良，あるいは口腔内前処置の後に
新義歯製作が必要と診断した症例には，義歯製作に準じ
た印象採得，咬合採得ならびに人工歯排列を行った上で
OA を製作することで良好な結果が得られた．有歯顎患者
とは異なり，欠損歯列を有する OSAHS 患者は，補綴学的
な診断の上で OA を製作・装着していく必要がある． 
Ⅳ.文献 
1) Standard of Practice Committee of the American 
  Sleep Disorders Association.Practice parameter 
  for the treatment of snoring and obstructive sleep
  apnea with oral appliance.Sleep 1995;18:511-3. 
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口腔リハビリ外来における摂食･嚥下障害患者の臨床統計学的

統計

○長谷理恵，古屋純一，鈴木哲也，阿部里紗子，佐藤友香，織田展輔

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第一講座

Clinico-Statistical Analysis of Dysphagia Patients of Oral Rehabilitation Clinic 

○Hase R, Furuya J, Suzuki T, Abe R, Sato Y and Oda N 

Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical University 

Ⅰ. 目的 
 平成19年4月に本学では，入院・通院患者の摂
食・嚥下障害を対象に，そのリハビリテーション
と口腔ケアを行う専門外来・口腔リハビリ外来を
開設した．本研究では，当外来における摂食・嚥
下リハビリテーションの現状と効果を明らかに
することを目的に，2年間の診療記録から患者151
名の臨床統計学的検討を行った． 
Ⅱ. 方法 

平成19年4月1日から平成21年3月31日までの2
年間に当外来を受診した患者151名を対象に，診
療記録をから年齢，原疾患，障害部位，依頼内容，
診療内容，咬合支持状況，義歯の使用状況，初診
時と介入後の摂食・嚥下障害臨床的重症度分類
（以下，DSS）および栄養摂取法について検討を
行った． 

Ⅲ. 結果と考察 
 患者の平均年齢は 66.4 歳で，その多くが高齢者
であった．原疾患は，頭頸部腫瘍と脳血管障害が
多く，障害部位は口腔期，咽頭期が多く認められ
た．依頼内容は，摂食機能療法が 67％，専門的口
腔ケアが 19％，補綴装置製作・調整が 10％であっ
たが，実際には，患者の 68％で専門的口腔ケアが，
26％で補綴装置製作・調整が必要であった．咬合
支持状況は，義歯を必要とするアイヒナーB4 以降
が半数を占めたが，実際には，義歯の使用または
所有は著しく低かった．介入による DSS および栄
養摂取法は，有意に改善した．  
 以上より，摂食機能療法・専門的口腔ケア・義
歯などの補綴治療を同時に提供できる歯科による
摂食・嚥下リハビリテーションの有効性が示唆さ
れた． 

9．

10． Positioning the Iris Disk on a Ocular Prosthesis using a graph

grid method - A Clinical Report
○Porwal A, Koyama S*, Sasaki K* 

Pacific Dental College and Hospital,  *Tohoku University Graduate School of Dentistry,  

A Poster Presentation by a delegate under the IPS-JPS collaboration  an international scientific exchange 

program.

Congenital defect, disease, or accidental trauma may 

necessitate surgical intervention resulting in removal of the 

eyeball. The disfigurement associated with eye loss can cause 

significant physical and emotional disturbance. Psychological 

distress can be reduced by timely replacement with an 

artificial eye. The custom-made acrylic resin ocular prosthesis 

achieves intimate contact with the tissue bed. The accurate 

adaptation of the custom-made ocular prosthesis tends to 

distribute pressure more equally, vis-à-vis a prefabricated 

ocular prosthesis. As asymmetry may result in a squint-eyed 

appearance, proper positioning of the iris disk in the scleral 

wax pattern is essential in fabricating the custom-made 

artificial eye; therefore, accurate placement of the 

custom-painted iris disk on the scleral wax pattern is critical. 

This poster reports two cases of ocular prosthesis fabrication 

using a transparent graph grid for positioning the iris disk. The 

custom-made ocular prostheses could achieve intimate contact 

with the tissue bed enabling ideal fit. The position of the iris 

disk in the custom-made ocular prosthesis was in symmetry 

with that of the natural eye, restoring naturalness of the patient.
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Characteristics of Three-dimensional Morphological Occlusal Contacts by Tooth Groups in the Intercuspal 
Position

Kubo H, Sato M, Tanaka M, Kawazoe T 
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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5.

Influence of the position of mandibular condyle and articular disc with or without an occlusal splint  
Hasegawa Y , Tanaka Y , Yagi K , Kondo J , Ono T , Nagashima T , Maeda Y

Division of Oromaxillofacial Regeneration,Osaka University Graduate School of Dentistry. 
Division for Interdisciplinary Dentistry, Osaka University Dental Hospital. 
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1. Kurita H., Kurita H, Kurashina K, Ohtsuka A. Kotani A. 
Change of position of the temporomandibular joint disk 
with insertion of a disk-repositioning appliance. Oral Surg 
Oral Med Oral Pathol Oral Radiol Endod, 85: 142-145, 
1998. 

6．

5．

E��



E��

関西，中国・四国支部

7． 7.

Influence of Reinforcing Materials on Strain of Maxillary Complete Denture   

Takahashi T, Gonda T, Mizuno Y, Takagaki K, Nomi S, Maeda Y
Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, 
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, , ,

The Surface Nitriding of Titanium by the Laser Welder for Dental Laboratory Works

Kusunoki T, Nukata K, Kakimoto K, Hara K, Komasa Y 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University 
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10.

Effects of Denture Cleaners on Artificial Teeth Stain 

Hatanaka H, Kakimoto K, Komuro S, Matsuo K, Komasa Y 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University 

55
A3

96

Block Drug

NBS

12 11 9

1
1)
2)

1

1) 40
(1)

(2)
(3) Tokyo I

2) 2 1
(1)
(2)

10．

9．

E��



E��

関西，中国・四国支部

11． 11. /PMMA

* *

*
Development of Denture Base Resin Materials using Molecular Composite composed of Divinyl Esters 
and PMMA 

Tanaka J, Hashimoto Y*, Takeda S*, Suzuki K 
Department of Biomaterials, Okayama University, *Department of Biomaterials, Osaka Dental University 
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12.

An Idea of  Mouth guard for Traumatized Anterior Teeth  

Okuda H,Nagasue J,Masuda H,Matsuda N 
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14.

Nutrient Intake of the Elderly with Wearing Removable Denture for Multiple Missing Teeth 

Tanaka J, Tanaka M, Matsushima M, Kawazoe T 
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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15． 15.

Pattern of expansion in missing teeth and its related factors 
two-year follow-up study

Enoki K, Ikebe K, Hazeyama T, Matsuda K, Murai S, Okada T, Maeda Y 
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka Graduate School of Dentistry 
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16. harmine

Effects of Small Compound Harmine on Osteogenic Differentiation of Bone Marrow-derived Stromal Stem 
Cells

Fukuyasu S, Egusa H, Kayashima H, Doi M, Akashi Y, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Egusa H Kaneda Y Akashi Y et al Enhanced bone 
regeneration via multimodal actions of synthetic 
peptide SVVYGLR on osteoprogenitors and 
osteoclasts Biomaterials 30: 4676-4686 2009. 
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17.

Measurement Accuracy of Postoperative Acute Pain after Dental Implant Surgery in relation to Different 
Measurement Intervals using Cellular Phone-based EMA System  

Kuroi R, Minakuchi H, Kawakami A, Matsuka Y, Okada H* and Kuboki T. 
Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University  
Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences.  
*Okayama University Hospital, Okayama, Japan.
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H Kikuchi, et. al., Reliability of recalled self-report on headache 
intensity. Cephalalgia. 26: 1335–1343, 2006.  

18. 15

1) 2) 1) 2) 3) 3) 2)

15 years clinical experiments of one-stage and one-part zirconia implants. 

Kubo T, Doi K, Morita K, Takeshita R, Wadamoto M, Hashimoto M, AkagawaY 
Hiroshima University Hospital Clinic of oral implants, Hiroshima University Department of Advanced 
Prostodontics, Chugoku-Shikoku Branch
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P1.

1, 2), 2), 1), 1)

1)
2)

Neural connection between orofacial area of cortex and the thalamus in the guinea pig 

Isogai F1, 2), Kato T2), Furuya M1), Maeda Y1)

1) Division of Oromaxillofacial Regeneration, Osaka University Graduate School of Dentistry  
2) Department of Oral Anatomy and Neurobiology, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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* , **

Effect of the material collected from the surface of lost oral implant on gingival epithelial cells 
Okazaki S*, Makihira S**, Nikawa H**,Murayama O**,Takamoto Y*  
*Division of Oral Health Engineering, Institute for Oral Health Science School of Dentistry Hiroshima 
University, **Department of Oral Biology and Engineering Division of Oral Health Sciences Hiroshima 
University Graduate of Biomedical Sciences 
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P3.

Study of Torque Force that Applied for Implant Retention Screws 

Kori M1), Nishigawa K2), Yamamoto T1), Okura K1), Hosoki M1), Kubo Y2), Bando E2)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Institute of Health Biosciences, The University of Tokushima, 
Graduate School, 2)General Dentistry, Tokushima University Hospital, 3)The University of Tokushima 
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P4.

Immobilization of antimicrobial agent on the surface of denture acrylics 

 Takayama Y , Takamoto Y , Ishii H , Okura E ,  Nikawa H , Makihira S
Division of Oral Health Engineering, Institute for Oral Health Science, Faculty of Dentistry, Hiroshima 

University 
Department of Oral Biology and Engineering Division of Oral Health Sciences Hiroshima University 

Graduate of Biomedical Sciences 
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P5. Candida
* * * ** ** **

*
**

Biofilm formation of dual or ternary species of Candida 

Takamoto Y* Takayama Y* Okazaki S* Hiyama A** Nikawa H** Makihira S** 
Department of Oral Health Engineering, Division of Oral Health Sciences, Hiroshima University 
Department of Oral Biology & Engineering, Division of Oral Health Sciences, Hiroshima University,  
Graduate School of Biomedical Sciences
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1) Nikawa, H., Nishimura, H. Yamamoto, T., Hamada, T. 
& Samaranayake, L.P.: The role of saliva and serum in 
Candida albicans biofilm formation on denture acrylic 
surfaces. Microbial Ecol Health & Dis 9, 35-48, 1996. 
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4) 5) 6)

A Case Report of Fixed Prosthesis Patients with Dental Zirconium Ceramics 
Kamiryou T1), Hosoki M2), Ishikawa T3), Satsuma T4), Shigemoto S2), Takeuchi H4), Bando E5), Iwanaga H6)

1)Kansai Branch, 2)Department of Fixed Prosthodontics, 3)Department of Comprehensive Dentistry,  
Institute of Health Biosciences, The University of Tokushima Graduate School, 4) General Dentistry, 
Tokushima University Hospital, 5) The University of Tokushima, 6)DENTSPLY-Sankin K. K

CAD/CAM

59

Hg Pd Zn Pt

51

Ni Co Ir Zn Mn Pt

44

Pt Cr Ni Zn Co Pt

5．

6．

E��



E��

関西，中国・四国支部

P7.

Development of a New Examination Method to Detect Nocturnal Bruxism with Electro-Chromic Material 

Nishigawa K1), Koori M2), Okura K2), Suzuki Y2), Noguchi N2), Takeuchi H1), Bando E3)

1) General Dentistry, Tokushima University Hospital, 2) Department of Fixed Prosthodontics, Institute of 
Health Biosciences, The University of Tokushima Graduate School, 3) The University of Tokushima 
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Preliminary investigation of the double-layer appliance on the inhibitory effect of bruxism  
Murashima F, Miyamoto M, Mizumori T, Nose H, Kobayashi Y, Inano S, Sumiya M, Takemura S, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry1

Osaka University Dental Hospital Dental Laboratory2
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Longitudinal Study on Factors Related to Survival of Abutments of Removable Partial Dentures 
-Practiced-based Research by General Practitioners-
Tada S1. Ikebe K1. Matsuda M1. Mizuno H1. Yamaga T2. Okada M2. Takahashi Y2. Sunami T2.
Tanaka K3. Otani T3. Yoshida M2. Yamamoto M4. Kibi M2. Iwase K2. Mitta K2. Fujiwara K2. Maeda Y1.
1Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry, 
2Kansai Branch, 3Chugoku-Shikoku Branch, 4Tokai Branch 
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Relationship between type of food and occlusal force needtobite off 

Nakano Y*, Kihara T**, Nikawa H**, Makihira S** 
School of Oral Health Science, Faculty of Dentistry, Hiroshima University*, Department of Oral Biology 
& Engineering, Division of Oral Health Sciences, Hiroshima University Graduate School of Biomedical 
Sciences**
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Study on Retentive Force of the so-called Flexible Denture 

Doi M, Nagao K, Tomotake Y, Okajima M, Naitou Y, Yoshida Y, Ichikawa T, Horiuchi M 
1)Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Institute of Health Biosciences, The University of 
Tokushima 2) Chugoku-Shikoku Branch 
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P12.  BMI 
*

*

Comparison of Body Mass Index and Oral Status between the Elderly with Dementia and the Elderly 
without Dementia 
Fujihara I, Sadamori S, Hayashi S, Inoue S, Abekura H, Hamada T*, Akagawa Y 

Department of Advanced Prosthodontics, Hiroshima University Graduate School of Biomedical Sciences 
*Department of Oral Health Care Promotion,Tohoku University Graduate School of Dentistry 
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P13.
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a b

Effects of application of hyaluronan on titanium screw mini-implants in the cortical bone of dog femurs 

Kimura Na, Okazaki Jb, Komasa Ya

aDept. of Geriatric Dentistry, bDept. of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University
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Antimicrobial effects of oral isolates of lactobacilli against mutans streptococci and 
Candida spp.
Hiyama A, Nikawa H, Makihira S, Mimura S, Takamoto Y
Division of Oral Health Engineering, Institute for Oral Health Science, Faculty of Dentistry, Hiroshima 
University
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The usefulness of the shock-absorber type Sleep Splint® therapy for posttraumatic persistent 
vegetative state patient  with obstructive respiratory disturbance 

Kondo Y, Honda C*, Kuboki T**, Nawachi K**

Chugoku-Shikoku Branch, *National Agency for Automotive Safety & Victims’Aid Okayama 
Ryogo Center, **Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama 
University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

15．

E��



E��

東京支部

1．

2．

.

( CO)

CO
CO

.
31 ( 16

15 26.1 )
CO CO

 ( IM PE) 68.0

57.0
.

(57.2 ) (57.5 )
(57.7 ) (57.9 )

(58.2 ) (58.8 )
(59.7 ) (60.9 )
(62.1 )

57.0 IM 
15.7 PE 17.6 45.0 IM 0.8
PE 1.0

.
 1) 

56(3) 275~284 7 2007

Intraoral Temperature Sensation at Using the Compound Impression Materials

Ohata T Shibata R Tsukimura N Ohno S Katakura Y Hasegawa M Saito H  Abe Y
Okada N Is igami T

 Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry
 Division of Clinical Research, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry

東京支部
一般口演

E��



E�0

東京支部

CAD/CAM

R a p i d  P r o t o t y p i n g R P

C T F i n e C u b e
3 3 CAD CATIA
FreeForm 5

RP
RP EDEN250 5

CT
3 3 CAD

5 3

-0 .2 0.2mm -0.3
0 . 4 m m 0 1 . 0 m m - 0 . 6 0 m m

RP

CAD/CAM

Rapid Prototyping

Fabricating Complete Dentures Using CAD/CAM Systems Part 2

The Trial Dentures applying Rapid Prototyping

Inokoshi M, Kanazawa M, Katase H, Sato Y, Hirajima Y, Hama Y, Osada E, Minakuchi S
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Clinical cases of application of wire to attachment. 
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Effects of Pressure Time on Mechanical Properties of Denture Base Repaired using a Pressure Vessel 
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Semi-automatic Measurement System for Periodontal Pocket Probing 
- Newly Developed Periodontal Probe with Optical Fiber Sensor.- 
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Mechanical properties of nano hybrid type composite resin and resin cement 
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Effect of self-adhesive resin cement on bond strength to zirconia
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Association between masticatory performance using a color-changeable chewing gum and jaw
movement
Komagamine Y, Kanazawa M, Sato Y, Yamaga E, Uchida T, Minakuchi S, Satou M*
Complete Denture Prosthodontics, Graduate school, Tokyo Medical and Dental University  
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Change In Palatal Tongue-Pressure During Mastication In Elderly Dentulous
Naito Y , Kondo Y , Ito T , Lee J , Narita T , Shioda Y , Fukumoto M , Shimizu M , Fujita T , Gionhaku N
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Masseter Muscular Activity during Chewing as Seen from the Difference in the Closing Path
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The Relationship between Kamiguse and detachment of an inlay or fracture of a tooth

Ishihata N, Nomura Y, Ishihata K, Igarasi Y
Removable Partial Denture Prosthdontics,Graduate School,Tokyo Medical and Dental 
University
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Study of the New Polymerization Method for Microwave - curing Type Denture Base Resin
Mechanical Properties
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Newly Designed Gustatory Test Based on Progress of Mastication

Kasahara T, Tomida M , Asanuma N , Numao H , and Yamashita S
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The Acoustic Changes by the Mouth Guards Installation
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Recovery of the body through prosthesis  Part1(Airway)
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Property of multidirectional lip-closing force in elderly subjects
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Influence of Element Meshing to the stress distribution by Three Dimension Finite Element Method
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The Influence of Condition of Constraint on Three Dimension Finite Element Method Analysis
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Clinical apply of all ceramics crown with CAD/CAM system

Makita M Taki M Kunou G Toya T Katou Y Yamashita H Muraoka R Shimizu T Makita N
Keitendo Dental Office,Shizuoka City
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Influence of silver nano-particles on fatigue fructure of dental porcelain 

Fujieda T, Uno M, Nonogaki R, Kurachi M, *Wakamatsu N, *Doi Y

Department of Prosthodontics Division of Oral Functional Science and Rehabilitation Asahi Univ School of Dentistry .
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Evaluation of Check Bite Techniques Using Gothic Arch Tracers for Dentulous Subject
Ando K, Sakuma S, Mori T, Tajima S, Ito Y
Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University
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The full denture with which patients can bite an apple –the 2nd report : the clinical report of
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Comparison of oral function in elderly complete denture wearers at several facilities
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